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作
成
年
月
日
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作
成
者

:
調
査
研
究
会

分
析
対
象

:

仕
事

1
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0
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-
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0
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-
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0
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0
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3
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3
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0
3
-
7

0
3
-
8

0
3
-
9

0
3
-
1
0

0

4
4
-
1

0
4
-
2

0
4
-
3

0
4
-
4

0
4
-
5

0
4
-
6

0
4
-
7

0
4
-
8

0
4
-
9

0
4
-
1
0

0

5
5
-
1

0
5
-
2

0
5
-
3

0
5
-
4

0
5
-
5

0
5
-
6

0
5
-
7

0
5
-
8

0
5
-
9

0
5
-
1
0

0
0

0
0

民
間
教
育

訓
練
機
関

に
よ
る
コ
ー

ス
説
明
会

受
講

希
望

者
に
対

し
て
、
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
や

説
明

用
パ

ネ
ル

を
活

用
し

た
分

か
り
や

す
い
訓

練
説

明
会

を
実

施
す
る

受
講

希
望

者
に
対

し
て
、
教

室
見

学
を
含

め
た
訓

練
説

明
会

（
オ
ー

プ
ン
キ
ャ
ン
パ

ス
）
を
実

施
す
る

0
0

0
0

0

0
0

広
報
活
動

民
間
教
育

訓
練
機
関

の
窓
口

募
集
時
の
問
い
合

わ
せ
内
容
が
蓄
積

で
き
る
フ
ァ
イ
ル
を

作
成
す
る

担
当

者
の

回
答

を
統

一
化

す
る
た
め
、
募

集
時

の
問

い
合

わ
せ

Ｆ
Ａ
Ｑ

マ
ニ
ュ
ア
ル

を
作

成
す

る

申
請

認
定

時
に
必

要
な

書
類

一
式

を
窓

口
に
常

備
し
て
お
き
、
ス
ピ
ー

デ
ィ
に
対

応
す
る

0
0

0
0

0

ハ
ロ
ー
ワ
ー

ク
と
の
連
携

関
係

機
関

の
担

当
者

が
、
訓

練
内

容
や

就
職

実
績

を
理

解
で
き
る
資

料
の

提
供

お
よ
び
説

明
を
行

う

Ｌ
Ｓ
Ｐ
が
Ｈ
Ｗ
に
問

い
合
わ
せ
る
窓
口

を
選
定
す
る

0
広
報
チ
ラ
シ
等
の

配
布
を
ハ
ロ
ー

ワ
ー
ク
に
依
頼
す

る

0
0

0
0

0

0

0

0
認
定
前
の

受
講
者
募

集
活
動

訓
練
生
が
使
用
で

き
る
駐
車
場
が
確

保
さ
れ
て
い
る
か

文
言
の
統
一
化
が

さ
れ
て
い
る
か

問
い
合
わ
せ
対
応

時
間
帯
が
明
記
さ

れ
て
い
る
か

チ
ラ
シ
等
の
電
子

デ
ー
タ
容
量
が
２

Ｍ
Ｂ
以

下
に
抑

え
ら
れ
て
い
る
か

0

0
0

資
格

取
得

訓
練

の
場

合
、
試

験
の

場
所

お
よ

び
時

期
の

明
示

が
さ
れ

て
い
る
か

パ
ソ
コ
ン
を
使

用
し
た

訓
練

の
場

合
、
使

用
Ｏ

Ｓ
や

バ
ー
ジ
ョ
ン
が

記
載

さ
れ

て
い
る
か

0

0
0

能
　
　
　
　
　
力

募
集
期
間
中
は
、

Ｈ
Ｗ
へ
応
募
状
況

を
確
認
す
る

広
報
状
況
に
よ

り
、
広
報
の
手
法

を
検
討
す
る

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

有
効
に
活
用
す
る

リ
ー
フ
レ
ッ
ト
を
作

成
し
、
仕
上
が
り

像
や
訓
練
内
容
等

を
説
明
す
る

0
0

認
定

後
の

受
講

者
募

集
活

動

認
定
後
の
受
講
者
募
集
活
動

2
0
1
1
年
8
月
4
日
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作
成
年
月
日
:

作
成
者

:
調
査
研
究
会

分
析
対
象

:

仕
事

1
1
-
1

0
1
-
2

0
1
-
3

0
1
-
4

0
1
-
5

0
1
-
6

0
1
-
7

0
1
-
8

0
1
-
9

0
1
-
1
0

0

2
2
-
1

0
2
-
2

0
2
-
3

0
2
-
4

0
2
-
5

0
2
-
6

0
2
-
7

0
2
-
8

0
2
-
9

0
2
-
1
0

0

入
所

選
考

結
果

の
通

知

入
所
選
考
結
果
の
通
知

2
0
1
1
年
8
月
4
日

能
　
　
　
　
　
力

入
所
選
考
基
準
の

策
定
を
す
る

受
講
希
望
者
の
た

め
の
誓
約
書
を
作

成
し
、
双

方
で
内

容
確
認
を
す
る

筆
記
、
面
接
に
よ

る
選
考
基
準
が
整

備
さ
れ
て
い
る
か

選
考
方
法
に
透
明

性
が
あ
る
か

面
接
に
お
け
る
質

問
内
容
が
適
切
で

あ
る
か

対
象
者
の
要
件
お

よ
び
訓
練
内
容
に

適
合
し
て
い
る
か

合
格
基
準
が
策
定

さ
れ
て
い
る
か

0
0

0

0
入
所
選
考

合
格
者
へ
、
今
後

の
手
続
き
や
訓
練

に
関
す
る
説
明
を

行
う

個
人
情
報
の
管
理

を
徹
底
す
る

0
0

0
選
考
結
果

速
や

か
に
Ｈ
Ｗ
へ

選
考
結
果
を
報
告

す
る

選
考
結
果
を
応
募

者
へ
説
明
で
き
る

よ
う
に
す
る

不
合
格
者
へ
の

フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
を

行
う

応
募
者
全
員
が
確

実
に
選
考
結
果
を

知
り
得
る
手
段
を

講
じ
る

資
料
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作
成
年
月
日
:

作
成
者

:
調
査
研
究
会

分
析
対
象

:
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1
-
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0
1
-
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1
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1
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1
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-
1
0
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2
-
1

0
2
-
2

0
2
-
3

0
2
-
4

0
2
-
5

0
2
-
6

0
2
-
7

0
2
-
8

0
2
-
9

0
2
-
1
0

0

2
-
1
1

0
2
-
1
2

0
2
-
1
3

0
2
-
1
4

0
2
-
1
5

0
2
-
1
6

0
2
-
1
7

0
2
-
1
8

0
2
-
1
9

0
2
-
2
0

0

3
3
-
1

0
3
-
2

0
3
-
3

0
3
-
4

0
3
-
5

0
3
-
6

0
3
-
7

0
3
-
8

0
3
-
9

0
3
-
1
0

0
相
談
対
応

者

「
お
客

様
相

談
ド
リ
ル

」
等

を
活

用
し
、
相

談
対

応
者

の
質

を
均

一
化

（
保

証
）
す
る

教
育
機
関
、
機

構
、
労
働
局
は
、

相
互
の
相
談
窓
口

を
把
握
す
る

相
談

窓
口

業
務

経
験

者
の

ノ
ウ
ハ

ウ
を
蓄

積
し
て
共

有
化

し
、
相

談
者

に
合

わ
せ

た
対

応
を

す
る

相
談
事
例
集
を
活

用
す
る

0
0

0

0
0

0
0

相
談
（
苦

情
）
記
録
・
ノ

ウ
ハ

ウ
の

共
有

相
談
窓
口
業
務
経

験
者

の
ノ
ウ
ハ

ウ
を
蓄
積
し
て
共
有

化
す
る

事
前

に
、
相

談
・
苦

情
件

数
が

多
い
と
推

測
さ

れ
る
事

項
に
つ
い
て
、

対
応

マ
ニ
ュ
ア
ル

を
作

成
す
る

カ
テ
ゴ
リ
別
に
相

談
事
例
集
を
作
成

す
る
（
事
例
の
共

有
化
）

相
談

（
苦

情
）
内

容
お
よ

び
対

処
方

法
、
対

処
し

た
結

果
報

告
を
蓄

積
し
、
関

係
機

関
で
共

有
化

す
る

受
講
生
同
士
の
ト

ラ
ブ
ル
に
関
す
る

相
談

0

パ
ワ
ハ
ラ
、
セ
ク

ハ
ラ
に
関
す
る
相

談

就
職
支
援
に
関
す

る
相
談

0
0

入
所
選
考
不
合
格

に
関
す
る
相
談

講
師
お
よ
び
指
導

方
法
に
関
す
る
相

談

個
人
情
報
保
護
に

関
す
る
相
談

0
0

0

窓
口

0
0

出
席
管
理
や
訓
練

内
容
、
設
備
環
境

に
関
す
る
相
談

0 0

受
講
者
が
相
談
で

き
る
窓
口
（
苦
情

処
理
窓
口
）
を
明

確
に
す
る

相
談

内
容

毎
の

窓
口

を
明
確
化
し
、
訓
練
生
に

安
心

感
を
与

え
る
（
ス

ピ
ー
デ
ィ
な
対

応
）

教
育
機
関
、
機

構
、
労
働
局
の
連

携
体
制
を
整
備
す

る

0
0

0

0

0

苦
情

処
理

苦
情
処
理

2
0
1
1
年
8
月
4
日

能
　
　
　
　
　
力
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作
成
年
月
日
:

作
成
者

:
調
査
研
究
会

分
析
対
象

:

仕
事

1
1
-
1

0
1
-
2

0
1
-
3

0
1
-
4

0
1
-
5

0
1
-
6

0
1
-
7

0
1
-
8

0
1
-
9

0
1
-
1
0

0

2
2
-
1

0
2
-
2

0
2
-
3

0
2
-
4

0
2
-
5

0
2
-
6

0
2
-
7

0
2
-
8

0
2
-
9

0
2
-
1
0

0

3
3
-
1

0
3
-
2

0
3
-
3

0
3
-
4

0
3
-
5

0
3
-
6

0
3
-
7

0
3
-
8

0
3
-
9

0
3
-
1
0

0
受
講
生
へ

の
対
応

受
講
生
の
性
格
や

職
業
意
識
を
把
握

し
て
、
柔

軟
に
個

別
対
応
す
る

訓
練
修
了
時
の
仕

上
が
り
像
と
仕
事

の
関
係
を
説
明
す

る

受
講
生
の
将
来
像

を
明
確
に
さ
せ
る

（
気
付
き
）

受
講
生
の
自
己
理

解
、
仕
事
理
解
を

促
進
す
る

就
職

活
動

の
進

捗
状

況
を
把

握
し
て
、
受

講
生

と
現

状
を
確

認
し
、

意
思

統
一

を
は

か
る

新
聞
、
雑
誌
、
Ｈ
Ｐ
等
の

求
人

情
報

を
収

集
し
、

受
講

生
へ

速
や

か
に

情
報

提
供

す
る

Ｈ
Ｗ
の
情
報
を
受

講
者
へ
提
供
す
る

企
業
の
採
用
担
当

者
か
ら
求
人
情
報

を
収
集
す
る

就
職
支
援
ノ

ウ
ハ

ウ

訓
練

成
果

を
求

人
企

業
に
説

明
で
き
る
材

料
を

用
意
し
、
企
業
訪
問
時

に
活

用
す
る

就
職
支
援
行
動
ガ

イ
ド
等
を
参
考
に

就
職

支
援

マ
ニ
ュ

ア
ル
を
作
成
す
る

就
職
支
援
に
関
す

る
ノ
ウ
ハ
ウ
を
蓄

積
し
共
有
化
す
る

Ｊ
Ｃ
相
談
・
交
付
技

術
の
ス
キ
ル
向
上

を
は
か
る

履
歴
書
、
職
務
経

歴
書
の
書
き
方
、

面
接
に
つ
い
て

受
講
生
の
就
職
意

識
向
上
に
つ
い
て

求
人
情
報
の
収
集

方
法

未
内
定
者
へ
の
対

処
方
法

求
人
企
業
と
の
関

係
構
築
に
つ
い
て

0

訓
練
修
了
後
の

フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
方

法

0
前
提
条
件

就
職
支
援
担
当
者

を
選
定
し
、
受
講

生
へ
周
知
す
る

個
人
情
報
の
管
理

を
徹
底
す
る

キ
ャ
リ
ア
コ
ン
サ

ル
テ
ィ

ン
グ
資

格
取

得
等

に
よ

り
就

職
支

援
担

当
者

の
質

を
均

一
化

（
保

証
）
す

る

0

求
人
情
報
の
読
み

方
を
受
講
生
へ
指

導
す
る

0
0

入
所

時
か

ら
修

了
３
か

月
ま
で
の

時
期

に
応

じ
た
支

援
の

フ
ロ
ー
を
明

確
化

す
る

Ｈ
Ｗ
、
Ｌ
Ｓ
Ｐ
就

職
支

援
担

当
者

、
受

講
生

の
連

携
体

制
を
構

築
す
る

0

能
　
　
　
　
　
力

Ｌ
Ｓ
Ｐ
の

就
職

支
援

Ｌ
Ｓ
Ｐ
の
就
職
支
援

2
0
1
1
年
8
月
4
日
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作
成
年
月
日
:

作
成
者

:
調
査
研
究
会

分
析
対
象

:

仕
事

1
1
-
1

0
1
-
2

0
1
-
3

0
1
-
4

0
1
-
5

0
1
-
6

0
1
-
7

0
1
-
8

0
1
-
9

0
1
-
1
0

0

2
2
-
1

0
2
-
2

0
2
-
3

0
2
-
4

0
2
-
5

0
2
-
6

0
2
-
7

0
2
-
8

0
2
-
9

0
2
-
1
0

0

3
3
-
1

0
3
-
2

0
3
-
3

0
3
-
4

0
3
-
5

0
3
-
6

0
3
-
7

0
3
-
8

0
3
-
9

0
3
-
1
0

0

修
了

・
退

校

修
了
・
退
校

2
0
1
1
年
8
月
4
日

能
　
　
　
　
　
力

0

出
席
率
の
低
い
受

講
生
へ
の
対
応
マ

ニ
ュ
ア
ル
を
作
成

す
る

出
席

率
の

低
い
受

講
生

対
応

に
関

す
る
ノ
ウ

ハ
ウ
の

蓄
積

お
よ
び
共

有
を
す
る

受
講
生
に
就
職
状

況
報
告
書
作
成
か

ら
提

出
ま
で
の

フ
ロ
ー
を
説
明
す
る

受
講
生
の
就
職
先

情
報
を
収
集
す
る

（
就
職
に
よ
る
途

中
退
所
を
含
む
）

未
就
職
者
に
対
し

て
き
め
細
か
い

フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
を

実
施
す
る

Ｈ
Ｗ
、
機
構
等
関

係
機
関
へ
就
職
状

況
を
報
告
す
る

0

修
了
・
退
所
要
件

に
つ
い
て
周

知
徹

底
を
行
う

0
0

0

0
訓
練
修
了
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第１ はじめに 

 

 平成２３年１０月から開始される求職者支援制度では、訓練受講者の就職支

援策の一環として、職業訓練を受講することにより習得した技能及びこれに関

する知識の適正な習得度評価を、訓練期間１ヶ月ごとに尐なくとも１回行うと

ともに訓練終了前においても行い、これらの評価内容をジョブ・カードに記載

し、訓練受講者に交付することとされています。 

 本マニュアルは、教育訓練実施機関の方々が求職者支援制度による職業訓練

（以下「求職者支援訓練」という。）の認定申請時に提出する評価シートを円滑

に作成していただくことを目的としています。 

 教育訓練実施機関の方々におかれましては、本マニュアルにより作成した評

価シートを活用し、訓練受講者に対して適切な評価を実施していただくよう、

お願いいたします。 

 

 

平成２３年７月  

 

 
 

求職者支援制度における評価シート作成マニュアル 
 

目次 

 

第１ はじめに                       ・・・ １頁 

 

第２ 評価シートの作成の手順・方法             ・・・ ２頁 

 

１ 評価シートの作成の手順                 ・・・ ２頁 

（１）評価シート(様式４－２)の入手 

（２）訓練科名等の記載 

（３）「Ⅰ 訓練期間・訓練目標」欄の記載 

（４）「Ⅱ 知識、技能・技術に関する能力」欄の記載 

（５）「Ⅲ これまでの職務経験や訓練を踏まえた今後の就業の目標・希望」欄

の記載 

 

２ 評価項目の設定方法等                  ・・・ ６頁 

（１）汎用的な評価基準の活用 

（２）評価項目の設定 

（３）評価シートの作成モデルの活用 

（４）基礎コースの評価項目の設定における留意点 

（５）評価項目の表現の修正 

（６）「コード」欄の記載方法                 

 

第３ 認定申請前のチェックリスト             ・・・ １０頁 

 

 

【参考】 汎用的な評価基準の具体的な使用方法について   ・・・ １３頁 

（１）独立行政法人高齢・障害・求職者雇用支援機構「求職者支援訓練用作成

モデル評価  シート」の使用方法 

（２）独立行政法人高齢・障害・求職者雇用支援機構「日本版デュアルシステ

ム訓練修了後の評価項目作成支援ツール」の使用方法 

（３）厚生労働省「職業能力評価基準」の使用方法 

（４）厚生労働省「モデル評価シート」の使用方法 

（５）「業界団体等が当該職種に関する職務分析を通じて作成した企業横断的な

評価基準」の使用方法

資
料
編
Ⅰ

　

− 45 − − 1 −



 

2 
 

第２ 評価シートの作成の手順・方法 

 

１ 評価シートの作成の手順 

 
（１）評価シート(様式４－２)の入手 

評価シートの様式は独立行政法人高齢・障害・求職者雇用支援機構のホーム   

ページからダウンロードしてください。 
 ※URL： http://www.jeed.or.jp/js/kyushoku/shien.html 

【評価シート(様式４－２)の様式】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

訓練受講者氏名　

（就職支援責任者氏名・印） 印

（訓練実施施設の責任者氏名・印） 印

   

A B C
(1)

学 (2)

(1)

(2)

科 (1)

(2)

(1)

(2)

(3)

実 (4)

(1)

(2)

技 (3)

(4)

(1)

(2)

(3)

平成　　　年　　　月　　　日

ジョブ・カード様式４－２　〔評価シート〕

訓練番号

訓練科名

上記の者の訓練期間における当社としての職業能力についての評価は、以下のとおりですので、今後のキャリア形成の参考
にしてください。

　　A：到達水準を十分に上回った　B：到達水準に達した　C：到達水準に達しなかった 　（評価は、試験結果等に基づき記載されたものです）

教育訓練実施機関

Ⅰ　訓練期間・訓練目標

訓　練　期　間 訓練時間 訓　練　目　標　（仕上がり像）

Ⅱ　知識、技能・技術に関する能力　　（「知識、技能・技術に関する評価項目」ごとに、該当する欄に○を記載）

　（１）科目評価

科目名
評価

知識、技能・技術に関する評価項目 コード

　（３）訓練期間中又は訓練終了後に取得した資格（任意）　　　※訓練と密接に関わる資格のみを記入

　評価項目の引用元（企業横断的な評価基準を活用した場合のみ）：

　(特記事項)

　（２）訓練の受講を通じて取得した資格（任意）

　　 取得日　　平成　　　年　　　月　　　日

　　

　　 取得日　　平成　　　年　　　月　　　日
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（２）訓練科名等の記載 

 

イ 「訓練科名」 

訓練カリキュラムに記載されている「訓練科名」を転記してください。 

   （例）ＩＴネットワーク科 

 

ロ 「教育訓練実施機関」 

訓練カリキュラムに記載されている「訓練実施機関名」を転記してください。 

   （例）学校法人○○専門学校 

 

ハ 次に掲げる項目は、認定申請時に記載する必要はありません。 

・ 訓練番号 

・ 訓練受講者氏名 

・ 評価年月日 

・ 就職支援責任者氏名・印 

・ 訓練実施施設の責任者氏名・印 

 

 

 

Ⅲ　これまでの職務経験や訓練を踏まえた今後の就業の目標・希望

訓練受講者記入欄

（これまでの職務経験から学んだこと）

（訓練から学んだこと）

（今後の就業の目標・希望）

キャリア・コンサルタント記入欄　（仕事の経験・訓練から得た強み、訓練への取組姿勢、就業に向けた意欲等）
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第２ 評価シートの作成の手順・方法 

 

１ 評価シートの作成の手順 

 
（１）評価シート(様式４－２)の入手 

評価シートの様式は独立行政法人高齢・障害・求職者雇用支援機構のホーム   

ページからダウンロードしてください。 
 ※URL： http://www.jeed.or.jp/js/kyushoku/shien.html 

【評価シート(様式４－２)の様式】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

訓練受講者氏名　

（就職支援責任者氏名・印） 印

（訓練実施施設の責任者氏名・印） 印

   

A B C
(1)

学 (2)

(1)

(2)

科 (1)

(2)

(1)

(2)

(3)

実 (4)

(1)

(2)

技 (3)

(4)

(1)

(2)

(3)

平成　　　年　　　月　　　日

ジョブ・カード様式４－２　〔評価シート〕

訓練番号

訓練科名

上記の者の訓練期間における当社としての職業能力についての評価は、以下のとおりですので、今後のキャリア形成の参考
にしてください。

　　A：到達水準を十分に上回った　B：到達水準に達した　C：到達水準に達しなかった 　（評価は、試験結果等に基づき記載されたものです）

教育訓練実施機関

Ⅰ　訓練期間・訓練目標

訓　練　期　間 訓練時間 訓　練　目　標　（仕上がり像）

Ⅱ　知識、技能・技術に関する能力　　（「知識、技能・技術に関する評価項目」ごとに、該当する欄に○を記載）

　（１）科目評価

科目名
評価

知識、技能・技術に関する評価項目 コード

　（３）訓練期間中又は訓練終了後に取得した資格（任意）　　　※訓練と密接に関わる資格のみを記入

　評価項目の引用元（企業横断的な評価基準を活用した場合のみ）：

　(特記事項)

　（２）訓練の受講を通じて取得した資格（任意）

　　 取得日　　平成　　　年　　　月　　　日

　　

　　 取得日　　平成　　　年　　　月　　　日
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（３）「Ⅰ 訓練期間・訓練目標」欄の記載 

 

イ 「訓練期間」欄 

訓練カリキュラムに記載されている「訓練期間」を転記してください。 

 

ロ 「訓練時間」欄 

訓練カリキュラムに記載されている「訓練時間総合計」を転記してください。 

 

ハ 「訓練目標（仕上がり像）」欄 

訓練カリキュラムに記載されている「訓練目標（仕上がり像）」を転記してくださ

い。 

 

（４）「Ⅱ 知識、技能・技術に関する能力」欄の記載 

 

イ 「科目名」欄 

訓練カリキュラムに記載されている学科と実技それぞれの「科目」を転記してく

ださい。また、職場体験を実施する場合は、実技の科目名に「職場体験」と記載し

てください。 

ただし、受動的な内容であるために評価に馴染まない職場見学・職業人講話等の

科目については、訓練カリキュラムに記載されていても転記する必要はありません。 

また、自己理解や職業意識、ビジネスマナー等の職務遂行に必要な基本的職業能

力に関する科目については、基礎コースでは転記する必要がありますが、実践コー

スでは転記する必要はありません。 

 

ロ 「評価」欄 

認定申請時に記載する必要はありません。 

 

ハ 「知識、技能・技術に関する評価項目」（以下「評価項目」という。）欄 

産業・業種ごとの業務について職務分析を行い、仕事に求められる知識、技能・

技術を体系的に整理した「汎用的な評価基準」を活用して、科目ごとの評価項目を

記載してください。 

具体的には、後述の「２ 評価項目の設定方法等（１）～（５）」に従って記載し

てください。 
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ニ 「コード」欄 
評価項目が、一般性・客観性が確保された評価基準に基づいて記載されている事

を明確にするために、評価項目ごとにコード等を記載します。 

具体的には、後述の「２ 評価項目の設定方法等（６）」に従って記載してくださ

い。 

 

ホ 「訓練の受講を通じて取得した資格（任意）」 
この欄は、一部に資格取得に関する内容が含まれている訓練カリキュラムの受講

を通じて資格を取得した場合に、当該資格名を記載する欄です。 

認定申請時に記載する必要はありません。 

 

ヘ 「訓練期間中又は訓練終了後に取得した資格（任意）」 
この欄は、訓練カリキュラムに密接に関わる資格を、訓練期間中又は訓練終了後

に、訓練受講者が本人の意思により取得した場合に、当該資格名を記載する欄です。 

認定申請時に記載する必要はありません。 

 
（５）「Ⅲ これまでの職務経験や訓練を踏まえた今後の就業の目標・希望」欄

の記載  

 

  この欄は、訓練期間中のキャリア・コンサルティングを踏まえて、訓練受講者及

びジョブ・カード講習の受講等によりジョブ・カードの交付を行うことが認められ

たキャリア・コンサルタント（登録キャリア・コンサルタント）が記載する欄です。

認定申請時に記載する必要はありません。 
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（３）「Ⅰ 訓練期間・訓練目標」欄の記載 

 

イ 「訓練期間」欄 

訓練カリキュラムに記載されている「訓練期間」を転記してください。 

 

ロ 「訓練時間」欄 

訓練カリキュラムに記載されている「訓練時間総合計」を転記してください。 

 

ハ 「訓練目標（仕上がり像）」欄 

訓練カリキュラムに記載されている「訓練目標（仕上がり像）」を転記してくださ

い。 

 

（４）「Ⅱ 知識、技能・技術に関する能力」欄の記載 

 

イ 「科目名」欄 

訓練カリキュラムに記載されている学科と実技それぞれの「科目」を転記してく

ださい。また、職場体験を実施する場合は、実技の科目名に「職場体験」と記載し

てください。 

ただし、受動的な内容であるために評価に馴染まない職場見学・職業人講話等の

科目については、訓練カリキュラムに記載されていても転記する必要はありません。 

また、自己理解や職業意識、ビジネスマナー等の職務遂行に必要な基本的職業能

力に関する科目については、基礎コースでは転記する必要がありますが、実践コー

スでは転記する必要はありません。 

 

ロ 「評価」欄 

認定申請時に記載する必要はありません。 

 

ハ 「知識、技能・技術に関する評価項目」（以下「評価項目」という。）欄 

産業・業種ごとの業務について職務分析を行い、仕事に求められる知識、技能・

技術を体系的に整理した「汎用的な評価基準」を活用して、科目ごとの評価項目を

記載してください。 

具体的には、後述の「２ 評価項目の設定方法等（１）～（５）」に従って記載し

てください。 
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２ 評価項目の設定方法等 
評価シートは訓練受講者が就職活動等において自らの職業能力を証明する資料と

して活用するため、評価項目には同一業界に属する第三者が見て、どのような職業

能力を身に付けたかが分かるよう、一般性・客観性を有する用語及び表現方法等を

使用することに留意してください。 
 

（１）汎用的な評価基準の活用 

汎用的な評価基準とは、産業・業種ごとの業務について職務分析を行い、仕事に

求められる知識、技能・技術を体系的に整理したものです。 
下記の枠内に掲げる（a）～（d）の「汎用的な評価基準」を活用して、実施する

訓練科の科目ごとの評価項目を設定していきます。 
（a）については、「モデル訓練科データ」と「業種別参考データ」を活用する    

2 つの方法があります。 
（a）の「モデル訓練科データ」を活用する場合は、実施する訓練科のカリキュラ

ム内容に関連するモデル訓練科の評価シートを選択してください。 
（a）の「業種別参考データ」及び（c）を活用する場合は、実施する訓練科が想

定する就職先の業種・職種に関連するモデル評価シートを選択してください。 
（b）を活用する場合は、実施する訓練科が想定する就職先の業種・職種に関連す

る能力ユニットのシートを選択してください。 

 
 
 

（a）独立行政法人高齢・障害・求職者雇用支援機構 
「日本版デュアルシステム訓練修了後の評価項目作成支援ツール」 

http://www.jeed.or.jp/js/kyushoku/dual/course/ndtool2.html 
 

（b）厚生労働省「職業能力評価基準」 
http://www.hyouka.javada.or.jp/search_gyoushu/ 
 

（c）厚生労働省「モデル評価シート」 
http://www.mhlw.go.jp/bunya/nouryoku/job_card01/jobcard05.html 
 

（d）業界団体等が当該職種に関する職務分析等を通じて作成した企業横断的な 
評価基準 

（例） 経済産業省「IT スキル標準（ITSS）」 
      
 
※（b）については、開発の委託先である中央職業能力開発協会のホームページを 

参照ください。 
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（２）評価項目の設定 

 
イ （a）独立行政法人高齢・障害・求職者雇用支援機構「日本版デュアルシステ

ム訓練修了後の評価項目作成支援ツール」の評価シートを活用する場合 
「モデル訓練科データ」または「業種別参考データ」から選択した評価シート

の中から、実施する訓練科の科目に関連すると思われる能力ユニットの「職務遂

行のための基準」を評価項目欄に転記してください。 
 

ロ （b）厚生労働省「職業能力評価基準」を活用する場合 
選択した能力ユニットのシートの中から、実施する訓練科の科目に関連すると

思われる職務毎の能力細目を選択して、「職務遂行のための基準」を評価項目欄に

転記してください。 
 

ハ （c）厚生労働省「モデル評価シート」を活用する場合 
選択した評価シートの中から、実施する訓練科の科目に関連すると思われる能

力ユニットを選択して、「職務遂行のための基準」を評価項目欄に転記してくださ

い。 
 

ニ 上記（a）～（c）に実施する訓練科の科目に該当する評価項目が見当たらな

い場合 
（d）「業界団体等が当該職種に関する職務分析等を通じて作成した企業横断的

な評価基準」を活用して評価項目欄を記載することができます。 
ただし、（d）は、業界団体が独自で策定しているものであることから、あらか

じめ想定する就職先の業種の業界団体等に存在の有無や使用の可否等について確

認する必要があります。 
 

ホ 上記（a）～（d）に実施する訓練科の科目に該当する評価項目が見当たらな

い場合 
これらの科目については自社で独自に評価基準を作成して、評価項目欄を記載

してください。 
 

（３）評価シートの作成モデルの活用 

 

（２）の設定方法に従って、独立行政法人高齢・障害・求職者雇用支援機構が

作成した評価シートの作成モデルを下記（e）の「求職者支援訓練用作成モデル評

価シート」に示します。これらの作成モデルは、「汎用的な評価基準」として位置

付けられるものであり、（１）の（a）（b）（c）と同様に評価項目の設定に活用し

てください。 
 

 
 

（e）独立行政法人高齢・障害・求職者雇用支援機構 
「求職者支援訓練用作成モデル評価シート」 

（http://www.jeed.or.jp/js/kyushoku/shien.html） 
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２ 評価項目の設定方法等 
評価シートは訓練受講者が就職活動等において自らの職業能力を証明する資料と

して活用するため、評価項目には同一業界に属する第三者が見て、どのような職業

能力を身に付けたかが分かるよう、一般性・客観性を有する用語及び表現方法等を

使用することに留意してください。 
 

（１）汎用的な評価基準の活用 

汎用的な評価基準とは、産業・業種ごとの業務について職務分析を行い、仕事に

求められる知識、技能・技術を体系的に整理したものです。 
下記の枠内に掲げる（a）～（d）の「汎用的な評価基準」を活用して、実施する

訓練科の科目ごとの評価項目を設定していきます。 
（a）については、「モデル訓練科データ」と「業種別参考データ」を活用する    

2 つの方法があります。 
（a）の「モデル訓練科データ」を活用する場合は、実施する訓練科のカリキュラ

ム内容に関連するモデル訓練科の評価シートを選択してください。 
（a）の「業種別参考データ」及び（c）を活用する場合は、実施する訓練科が想

定する就職先の業種・職種に関連するモデル評価シートを選択してください。 
（b）を活用する場合は、実施する訓練科が想定する就職先の業種・職種に関連す

る能力ユニットのシートを選択してください。 

 
 
 

（a）独立行政法人高齢・障害・求職者雇用支援機構 
「日本版デュアルシステム訓練修了後の評価項目作成支援ツール」 

http://www.jeed.or.jp/js/kyushoku/dual/course/ndtool2.html 
 

（b）厚生労働省「職業能力評価基準」 
http://www.hyouka.javada.or.jp/search_gyoushu/ 
 

（c）厚生労働省「モデル評価シート」 
http://www.mhlw.go.jp/bunya/nouryoku/job_card01/jobcard05.html 
 

（d）業界団体等が当該職種に関する職務分析等を通じて作成した企業横断的な 
評価基準 

（例） 経済産業省「IT スキル標準（ITSS）」 
      
 
※（b）については、開発の委託先である中央職業能力開発協会のホームページを 

参照ください。 
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（４）基礎コースの評価項目の設定における留意点 

 

基礎コースについては、「汎用的な評価基準」に該当する科目の評価項目が尐な

いことから、上記（e）の「求職者支援訓練用作成モデル評価シート」を主に参考

するとともに、自社で独自に評価基準を作成して評価項目欄を記載してください。 
 
（５）評価項目の表現の修正 

 

（２）、（４）で設定した評価項目を、実施する訓練科の科目の習得目標に合わ

せて文章を加除することにより、表現を修正し、評価項目の欄を完成させます。 
具体的には、学科の評価項目の場合は、評価項目の文末を「～を知っている」

へ、実技の評価項目の場合は、評価項目の文末を「～ができる」に修正してくだ

さい。 
ただし、他に定める資格取得のための基準を満たす研修等（例．介護職員基礎

研修）のカリキュラムを設定している場合は、当該基準における評価項目の文言

をそのまま用いること。 
 

【厚生労働省「モデル評価シート」を活用した場合の修正例】   

学

科 

修正前： 「パーソナルコンピュータの基本的な使用方法を理解している。」 

修正後： 「パーソナルコンピュータの基本的な使用方法を知っている。」 

実

技 

修正前： 「Flash lite を使用し、携帯機器向けのフラッシュデータを作成している。」 

修正後： 「Flash lite を使用し、携帯機器向けのフラッシュデータが作成できる。」 

  
 ※ 汎用的な評価基準の具体的な使用方法は、【参考】を参照してください。 
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（６）「コード」欄の記載方法 

 
「コード欄」については、下記により当該評価基準におけるコード等を記載してく

ださい。 
 

イ 評価項目を（a）独立行政法人高齢・障害・求職者雇用支援機構「日本版デュア

ルシステム訓練修了後の評価項目作成支援ツール」及び（c）厚生労働省「モデル

評価シート」から引用して作成した場合（※）には、「職務遂行のための基準」ご

とにその右欄にコードが付されていますので、当該コードをそのまま記載してく

ださい。 
 

ロ 評価項目を（b）厚生労働省「職業能力評価基準」から引用して作成した場合（※）

には、引用した「職務遂行のための基準」が属する能力ユニットに付されている

「ユニット番号」をそのまま記載してください。 
 

ハ 評価項目を（d）「業界団体等が当該職種に関する職務分析等を通じて作成した企

業横断的な評価基準」から引用して作成した場合（※）には、コード欄に「引用

元１参照」等と記載するとともに、引用元の評価基準名を「評価項目の引用元」

欄に記載してください。なお、引用元の評価基準が複数ある場合は全て記載して

ください。 
（例）引用元１：○○組合「●●評価基準」（評価基準の名称が定まっている場合） 

引用元２：△△工業会による評価基準（評価基準の名称が定まっていない場合） 
 

ニ 評価項目を（e）独立行政法人高齢・障害・求職者雇用支援機構「求職者支援訓

練用作成モデル評価シート」から引用して作成した場合（※）には、「評価項目」

ごとにその右欄にコードが付されていますので、当該コードをそのまま記載して

ください。 
 

ホ 自社で独自に作成した評価基準を活用して評価項目欄を記載した場合には、コー

ド欄には「自社作成」と記載してください。 
 
※ここでいう「引用して作成した場合」とは、評価項目をそのまま引用する場合

のほか、設定した評価項目を、実施する訓練科の科目の習得目標に合わせて文

章を加除することにより、表現を修正した場合を含みます。 
 
（例）汎用的な評価基準から「A 及び B、C ができる（コード：123456）」とい

う評価項目を転記したが、実施する訓練科では C を行わないことから、「A 及び B
ができる」と修正した場合も（コード：123456）をそのまま用います。 
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（４）基礎コースの評価項目の設定における留意点 

 

基礎コースについては、「汎用的な評価基準」に該当する科目の評価項目が尐な

いことから、上記（e）の「求職者支援訓練用作成モデル評価シート」を主に参考

するとともに、自社で独自に評価基準を作成して評価項目欄を記載してください。 
 
（５）評価項目の表現の修正 

 

（２）、（４）で設定した評価項目を、実施する訓練科の科目の習得目標に合わ

せて文章を加除することにより、表現を修正し、評価項目の欄を完成させます。 
具体的には、学科の評価項目の場合は、評価項目の文末を「～を知っている」

へ、実技の評価項目の場合は、評価項目の文末を「～ができる」に修正してくだ

さい。 
ただし、他に定める資格取得のための基準を満たす研修等（例．介護職員基礎

研修）のカリキュラムを設定している場合は、当該基準における評価項目の文言

をそのまま用いること。 
 

【厚生労働省「モデル評価シート」を活用した場合の修正例】   

学

科 

修正前： 「パーソナルコンピュータの基本的な使用方法を理解している。」 

修正後： 「パーソナルコンピュータの基本的な使用方法を知っている。」 

実

技 

修正前： 「Flash lite を使用し、携帯機器向けのフラッシュデータを作成している。」 

修正後： 「Flash lite を使用し、携帯機器向けのフラッシュデータが作成できる。」 

  
 ※ 汎用的な評価基準の具体的な使用方法は、【参考】を参照してください。 
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第３ 認定申請前のチェックリスト 

 

訓練科名等の記載について 

 

□ ①「訓練科名」を記載したか。 

□ ②「教育訓練実施機関の名称」を記載したか。 

 

「Ⅰ 訓練期間・訓練目標」欄について 

 

□ ③「訓練期間」を記載したか。 

□ ④「訓練時間」を記載したか。 

□ ⑤「訓練目標（仕上がり像）」を記載したか。 

 

「Ⅱ 知識、技能・技術に関する能力」欄について 

 

□ ⑥「科目名」を記載したか。 

□ ⑦「知識、技能・技術に関する評価項目」を記載したか。 

□ 「知識、技能・技術に関する評価項目」は、以下の汎用性のある評価基準に基づ

いて作成されているか。（（a）～（e）に適当な評価項目が見当たらなかった場合

のみ、自社独自で作成した評価基準を活用した評価項目も可。） 

（a）独立行政法人高齢・障害・求職者雇用支援機構 
「日本版デュアルシステム訓練修了後の評価項目作成支援ツール」 

（b）厚生労働省「職業能力評価基準」 
（c）厚生労働省「モデル評価シート」 
（d）業界団体等が当該職種に関する職務分析等を通じて作成した企業横断

的な評価基準 
（e）独立行政法人高齢・障害・求職者雇用支援機構 

「求職者支援訓練用作成モデル評価シート」 
□ ⑧コード欄に、引用した評価基準に対応したコードや引用元等が記載されている

か。 

□ ⑨（d）「業界団体等が当該職種に関する職務分析等を通じて作成した企業横断

的な評価基準」から引用した場合は、「評価項目の引用元」欄に、引用元の評価基

準名が記載されているか。 
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訓練番号

訓練科名

訓練受講者氏名　　

（就職支援責任者氏名・印） 印

（訓練実施施設の責任者氏名・印） 印

   

A B C
学 (1) G39#010782

(2) G39#010782

(1) G39#010602

(1) G39#010602

科 (2) G39#010682

(1) 自社作成

(1) K120103

(2) K120103

(3) K120103

(4) K120103

(1) K130111

実 (2) K130112

(3) K130112

(1) K130108

(2) 引用元１参照

(1) K090507

(2) K090507

(3) K090507

(4) 引用元２参照

技 (1) K120301

(2) K120301

(3) K120301

(1) K130110

(2) K130110

(3) K120301

(1) KM301001

(2) KM301001

(3) KM301001

平成　　年　　月　　日

ジョブ・カード様式４－２　〔評価シート〕　（認定申請時の記載例）

Webクリエイト科

上記の者の訓練期間における当社としての職業能力についての評価は、以下のとおりですので、今後のキャリア形成の参考にし
てください。

　　A：到達水準を十分に上回った　B：到達水準に達した　C：到達水準に達しなかった　（評価は、試験結果等に基づき記載されたものです。）　　　

教育訓練実施機関   　学校法人○○専門学校

Ⅰ　訓練期間・訓練目標

訓　練　期　間 訓練時間 訓　練　目　標　（仕上がり像）

平成２３年１０月１日～
　平成２４年３月３１日

654時間 Ｗｅｂプログラミング等に関する知識、技能・技術を習得し、Ｗｅｂサイトの構築や管理・運営ができる。

Ⅱ　知識、技能・技術に関する能力　　（「知識、技能・技術に関する評価項目」ごとに、該当する欄に○を記載）

　（１）科目評価

科目名
評価

知識、技能・技術に関する評価項目 コード

コンピュータ概論
ハードウェア装置を知っている。

ハードウェア、ソフトウェアそれぞれの動作を知っている。

ＨＴＭＬ実習

文字・画像・リンク・テーブル・フレーム等の変更・作成ができる。

適切なCSS・JavaScriptの使用ができる。

XML概要・基本構文を理解し周辺技術と連携させてXMLを実用することができる。

ネットワーク概論 ネットワークのアーキテクチャとプロトコルを知っている。

セキュリティ概論
インターネットの概念やサービス、セキュリティについて知っている。

コンピュータ犯罪の種類や特徴を知っている。

安全衛生 安全作業や災害防止について知っている。

IT基本実習

事務系のパソコンを操作することができる。

資料作成における文書作成ができる。

収集した資料を理解し、上手にまとめることができる。

資料を上手に作成できる。

ＪＡＶＡプログラミング実習
Javaプログラムをコンパイル・実行することができる。

Javaプログラムを使用して●●ができる。

ＳＱＬ実習

ＳＱＬによるデータベース操作ができる。

データベース設計（概念・論理・物理）ができる。

データベース構築ができる。

●●プログラミングができる。

素材制作実習

アニメーションに対する知識があり、アニメーションのデザイン立案ができる。

アニメーション制作ソフトの操作ができる。

テーマに沿ったアニメーションの制作ができる。

Ｗｅｂプログラミング実習

JSP/サーブレットの基本的な作成ができる。

Webサーバ上で動作するアプリケーションを構築できる。

プライバシーとセキリュティに対する知識があり、コーディングマネージメントができる。

職場体験

職場体験において職場に適応することができる。

仕事に興味・意奥を示すことができる。

対人業務として十分適応できる。

評価項目の引用元（企業横断的な評価基準を活用した場合のみ）：
　　　　　　　　　　【引用元１】 全国Web●●協会による評価基準、　【引用元２】 ●●組合「○○評価基準」

　(特記事項)

① 実施する訓練科名を記載してください。

② 訓練を実施する教育機関の名称を記載してください。

③ 実施を予定している訓練期間を記載してください。

④ 実施を予定している訓練の総時間数を記載してください。

⑤ 訓練カリキュラムの訓練目標

（仕上がり像）を記載してください。

⑥ 訓練カリキュラムの学科と実技それぞ

れの「科目名」を記載してください。

⑦ 各科目の「知識、技能・技術に関する評

価項目」と「コード」を記載してください。

⑨ 企業横断的な評価基準を活用した場合のみ

評価項目の引用元を記載してください。

⑧ 引用した評価基準のコード等を

記載してください。
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第３ 認定申請前のチェックリスト 

 

訓練科名等の記載について 

 

□ ①「訓練科名」を記載したか。 

□ ②「教育訓練実施機関の名称」を記載したか。 

 

「Ⅰ 訓練期間・訓練目標」欄について 

 

□ ③「訓練期間」を記載したか。 

□ ④「訓練時間」を記載したか。 

□ ⑤「訓練目標（仕上がり像）」を記載したか。 

 

「Ⅱ 知識、技能・技術に関する能力」欄について 

 

□ ⑥「科目名」を記載したか。 

□ ⑦「知識、技能・技術に関する評価項目」を記載したか。 

□ 「知識、技能・技術に関する評価項目」は、以下の汎用性のある評価基準に基づ

いて作成されているか。（（a）～（e）に適当な評価項目が見当たらなかった場合

のみ、自社独自で作成した評価基準を活用した評価項目も可。） 

（a）独立行政法人高齢・障害・求職者雇用支援機構 
「日本版デュアルシステム訓練修了後の評価項目作成支援ツール」 

（b）厚生労働省「職業能力評価基準」 
（c）厚生労働省「モデル評価シート」 
（d）業界団体等が当該職種に関する職務分析等を通じて作成した企業横断

的な評価基準 
（e）独立行政法人高齢・障害・求職者雇用支援機構 

「求職者支援訓練用作成モデル評価シート」 
□ ⑧コード欄に、引用した評価基準に対応したコードや引用元等が記載されている

か。 

□ ⑨（d）「業界団体等が当該職種に関する職務分析等を通じて作成した企業横断

的な評価基準」から引用した場合は、「評価項目の引用元」欄に、引用元の評価基

準名が記載されているか。 

 

 

 

資
料
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キャリア・コンサルタント記入欄　（仕事の経験・訓練から得た強み、訓練への取組姿勢、就業に向けた意欲等）

（訓練から学んだこと）

（今後の就業の目標・希望）

取得日　　平成　　年　　月　　日

Ⅲ　これまでの職務経験や訓練を踏まえた今後の就業の目標・希望

訓練受講者記入欄

（これまでの職務経験から学んだこと）

　（２）訓練の受講を通じて取得した資格（任意）

取得日　　平成　　年　　月　　日

　（３）訓練期間中又は訓練終了後に取得した資格（任意）　　　※訓練と密接に関わる資格のみを記入
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料
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【参考】汎用的な評価基準の具体的な使用方法について 

 
評価シートの評価項目の設定に当たっては、本文の第２の２のとおり汎用的な評価基

準を活用することとされています。以下では、次に掲げる５種類の汎用的な評価基準と

して位置付けられる(a)～(e)の使用方法について紹介します。 
 

 
 

※  上記(b)～(d)の評価基準を学科の評価項目に活用する場合は、評価項目の文末を  

「～を知っている」へ、実技の評価項目に活用する場合は、評価項目の文末を   

「～ができる」へ修正してください。 
 ただし、他に定める資格取得のための基準を満たす研修等（例．介護職員基礎研

修）のカリキュラムを設定している場合は、当該基準における評価項目の文言をそ

のまま用いること。 
 

（ｅ）独立行政法人高齢・障害・求職者雇用支援機構

「求職者支援訓練用作成モデル評価シート」

（ａ）独立行政法人高齢・障害・求職者雇用支援機構

「日本版デュアルシステム訓練修了後の
評価項目作成支援ツール」

（ｄ）業界団体等が当該職種に関する職務分析
を通じて作成した企業横断的な評価基準

（ｃ）厚生労働省「モデル評価シート」

（ｂ）厚生労働省「職業能力評価基準」

○○の操作

●●の作成

○○の設定

全国Ｗｅｂ●●協会による評価基準

ユニット番号　46S052L11

●●している。

職務遂行のための基準

○○を理解している。

●●している。

●●している。

コード

H４６０１２１

H４６０１２１

H４６０１２１

H４６０１２１

●●している。

●●している。

職務遂行のための基準

○○している。

●●している。

コード

G39#010782

G39#010602

G39#010682

K090507

K090507

職務遂行のための基準

○○知っている。

●●を知っている。

●●を知っている。

●●ができる。

●●ができる。

コード

G39#010782

G39#010782

G39#010782

G39#010602

G39#010602

知識、技能・技術に関する評価項目

●●を知っている。

●●を知っている。

○○を知っている。

●●を知っている。

○○を知っている。
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キャリア・コンサルタント記入欄　（仕事の経験・訓練から得た強み、訓練への取組姿勢、就業に向けた意欲等）

（訓練から学んだこと）

（今後の就業の目標・希望）

取得日　　平成　　年　　月　　日

Ⅲ　これまでの職務経験や訓練を踏まえた今後の就業の目標・希望

訓練受講者記入欄

（これまでの職務経験から学んだこと）

　（２）訓練の受講を通じて取得した資格（任意）

取得日　　平成　　年　　月　　日

　（３）訓練期間中又は訓練終了後に取得した資格（任意）　　　※訓練と密接に関わる資格のみを記入
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2
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2
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2
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8
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1
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1
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)
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0
1
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1
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)
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1
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1

職
場

体
験

●
●

が
で

き
る

。
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●
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で
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る

。

●
●
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で

き
る

。

評
価
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目
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元
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企
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断
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な
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を
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用
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た

場
合
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み
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元

１
】
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国
W
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b
●

●
協

会
に

よ
る

評
価

基
準

　
(特

記
事

項
)

●
●

実
習
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●

が
で
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る

。

●
●
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る

。

●
●
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る

。
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●
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。
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●
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習
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。
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。
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●
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る

。
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●

概
論
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●

を
知

っ
て

い
る

。

●
●

概
論

●
●

を
知

っ
て

い
る

。

●
●
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知

っ
て

い
る

。

安
全

衛
生

●
●
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知

っ
て

い
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。

●
●

実
習

●
●

が
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き
る

。

●
●

が
で

き
る

。

●
●
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で

き
る

。

●
●
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る

。
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目

名
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知
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、

技
能

・
技

術
に

関
す

る
評

価
項

目
コ

ー
ド

●
●

概
論
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●
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っ
て

い
る

。

●
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っ
て

い
る

。

　
　

A
：
到

達
水

準
を

十
分

に
上

回
っ

た
　

B
：
到

達
水

準
に

達
し

た
　

C
：
到

達
水
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に

達
し

な
か

っ
た

　
（
評
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は

、
試

験
結

果
等

に
基
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き

記
載

さ
れ

た
も

の
で

す
。

）

Ⅱ
　

知
識

、
技

能
・
技

術
に

関
す

る
能

力
　

　
（
「
知
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、

技
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に

関
す

る
評

価
項

目
」
ご

と
に

、
該
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１

）
科

目
評

価

１
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用
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評
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基

準
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活

用
２
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の
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）
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求
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ａ
）
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）
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者
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構
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デ
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練

修
了

後
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目

作
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支
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ル
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ｄ
）
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体

等
が
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る
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分
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を
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て
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準
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自
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で

独
自

に
作
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し
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目
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Ⅱ
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目
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、
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要
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末

の
文
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。
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●
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。
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＜
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修
正

＞
学

科
：
「
●

●
を

知
っ

て
い

る
。

」
実

技
：
「
●

●
が

で
き

る
。

」
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（１）独立行政法人高齢・障害・求職者雇用支援機構「求職者支援訓練用作成

モデル評価シート」の使用方法 

イ 「求職者支援訓練用作成モデル評価シート」の入手 
下表に示す訓練科の「求職者支援訓練用作成モデル評価シート」は、次の URL

からダウンロードして入手することができます。 

※URL： http://www.jeed.or.jp/js/kyushoku/shien.html 
 

「求職者支援訓練用作成モデル評価シート」の訓練科名一覧 

 
 

ロ 「求職者支援訓練用作成モデル評価シート」の使用方法 
以下の①～③の手順により評価シートの評価項目を設定することができます。 

① 計画している訓練科の訓練内容と関連すると思われる訓練科の「求職者支援

訓練用作成モデル評価シート」を選択します。 
② 選択した「求職者支援訓練用作成モデル評価シート」から計画している訓練

科の科目に該当する評価項目を選定します。 
③ 選定した評価項目を必要に応じて修正して、評価シートの評価項目を設定し

ます。 

№ 科　名

1 IＴネットワーク科

2 ＩＴビジネス科

3 Javaプログラミング科

4 Webクリエイト科

5 医療事務科

6 一般事務科

7 経理事務科

8 販売事務科

9 介護職員基礎研修コース科

10 介護福祉サービス科

11 基礎演習科　例１

12 基礎演習科　例２

13 基礎演習科　例３

14 基礎演習科　例４

15 基礎演習科　例５

実
践
コ
ー

ス

基
礎
コ
ー

ス
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A
B

C
学

(1
)

G
3
9
#
0
1
0
7
8
2

(2
)

G
3
9
#
0
1
0
7
8
2

(1
)

G
3
9
#
0
1
0
6
0
2

(1
)

G
3
9
#
0
1
0
6
0
2

科
(2

)
G

3
9
#
0
1
0
6
8
2

(1
)

自
社

作
成

(1
)

K
1
2
0
1
0
3

(2
)

K
1
2
0
1
0
3

(3
)

K
1
2
0
1
0
3

(4
)

K
1
2
0
1
0
3

(1
)

K
1
3
0
1
1
1

実
(2

)
K

1
3
0
1
1
2

(3
)

K
1
3
0
1
1
2

(1
)

K
1
3
0
1
0
8

(2
)

引
用

元
１

参
照

(1
)

K
0
9
0
5
0
7

(2
)

K
0
9
0
5
0
7

技
(1

)
4
6
S

0
5
2
L
1
1

(2
)

4
6
S

0
5
2
L
1
1

(3
)

4
6
S

0
5
2
L
1
1

(1
)

H
4
6
0
1
2
1

(2
)

H
4
6
0
1
2
1

(3
)

H
4
6
0
1
2
1

(1
)

K
M

3
0
1
0
0
1

(2
)

K
M

3
0
1
0
0
1

(3
)

K
M

3
0
1
0
0
1

職
場

体
験

●
●

が
で

き
る

。

●
●

が
で

き
る

。

●
●

が
で

き
る

。

評
価

項
目

の
引

用
元

（
企

業
横

断
的

な
評

価
基

準
を

活
用

し
た

場
合

の
み

）
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【
引

用
元

１
】
 全

国
W

e
b
●

●
協

会
に

よ
る

評
価

基
準

　
(特

記
事

項
)

●
●

実
習

●
●

が
で

き
る

。

●
●

が
で

き
る

。

●
●

が
で

き
る

。

●
●

実
習

●
●

が
で

き
る

。

●
●

が
で

き
る

。

●
●

が
で

き
る

。

●
●

実
習

●
●

が
で

き
る

。

●
●

の
作

成
が

で
き

る
。

●
●

実
習

●
●

が
で

き
る

。

●
●

が
で

き
る

。

●
●

実
習

●
●

が
で

き
る

。

●
●

が
で

き
る

。

●
●

が
で

き
る

。

●
●

概
論

●
●

を
知

っ
て

い
る

。

●
●

概
論

●
●

を
知

っ
て

い
る

。

●
●

を
知

っ
て

い
る

。

安
全

衛
生

●
●

を
知

っ
て

い
る

。

●
●

実
習

●
●

が
で

き
る

。

●
●

が
で

き
る

。

●
●

が
で

き
る

。

●
●

が
で

き
る

。

科
目

名
評

価
知

識
、

技
能

・
技

術
に

関
す

る
評

価
項

目
コ

ー
ド

●
●

概
論

●
●

を
知

っ
て

い
る

。

●
●

を
知

っ
て

い
る

。

　
　

A
：
到

達
水

準
を

十
分

に
上

回
っ

た
　

B
：
到

達
水

準
に

達
し

た
　

C
：
到

達
水

準
に

達
し

な
か

っ
た

　
（
評

価
は

、
試

験
結

果
等

に
基

づ
き

記
載

さ
れ

た
も

の
で

す
。

）

Ⅱ
　

知
識

、
技

能
・
技

術
に

関
す

る
能

力
　

　
（
「
知

識
、

技
能

・
技

術
に

関
す

る
評

価
項

目
」
ご

と
に

、
該

当
す

る
欄

に
○

を
記

載
）

　
（
１

）
科

目
評

価

１
汎

用
的

な
評

価
基

準
等

の
活

用
２

評
価

項
目

の
設

定

（
ｅ
）
（
独

）高
齢

・障
害

・
求

職
者

雇
用

支
援

機
構

「
求

職
者

支
援

訓
練

用
作

成
モ

デ
ル

評
価

シ
ー

ト
」

（
ａ
）

（
独

）
高

齢
・
障

害
・求

職
者

雇
用

支
援

機
構

「
日

本
版

デ
ュ

ア
ル

シ
ス

テ
ム

訓
練

修
了

後
の

評
価

項
目

作
成

支
援

ツ
ー

ル
」

（
ｄ
）

業
界

団
体

等
が

当
該

職
種

に
関

す
る

職
務

分
析

を
通

じ
て

作
成

し
た

企
業

横
断

的
な

評
価

基
準

・
自

社
で

独
自

に
作

成
し

た
評

価
項

目

汎
用

的
な

評
価

基
準

［
点

線
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内
の

（
ａ
）
～

（
ｅ
）
］

「
Ⅱ

 知
識

、
技

能
・
技

術
に

関
す

る
能

力
」
の

み
抜

粋

◆
下

図
の

手
順

に
従

い
、

「
汎

用
的

な
評

価
基

準
」か

ら
科

目
ご

と
の

「
知

識
、

技
能

・
技

術
に

関
す

る
評

価
項

目
」
を

確
認

・選
択

す
る

。
ま

た
、

必
要

に
応

じ
て

文
末

の
文

言
修

正
等

を
行

う
。

◆
汎

用
的

な
評

価
基

準
に

基
づ

き
選

定
・修

正
し

た
評

価
項

目
を

設
定

す
る

。
ま

た
、

各
評

価
項

目
の

コ
ー

ド
欄

に
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該
評

価
基

準
の

コ
ー

ド
や

引
用
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等

を
記

載
す
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。

汎
用
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な

評
価

基
準
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を

活
用

し
た

評
価
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目
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設

定
に

つ
い

て

ジ
ョ

ブ
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カ
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ド
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式

４
－

２
［
評

価
シ

ー
ト

］
の

「
Ⅱ

知
識

、
技

能
・
技

術
に

関
す

る
能

力
」
に

お
け

る
評

価
項

目
に

つ
い

て
は

、
下

図
に

示
す

（
ａ
）
～

（
ｅ
）
の

汎
用

的
な

評
価

基
準

や
自

社
で

独
自

に
作

成
し

た
評

価
項

目
を

活
用

し
て

設
定

し
て

く
だ

さ
い

。

（
ｃ
）
厚

生
労

働
省

「
モ

デ
ル

評
価

シ
ー

ト
」

（
ｂ
）

厚
生

労
働

省
「
職

業
能

力
評

価
基

準
」

コ
ー

ド

G
3
9
#
0
1
0
7
8
2

G
3
9
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0
1
0
7
8
2

G
3
9
#
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1
0
7
8
2

G
3
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#
0
1
0
6
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2

G
3
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0
1
0
6
0
2

●
●

を
知

っ
て

い
る

。

○
○

を
知

っ
て

い
る

。

知
識

、
技

能
・
技

術
に

関
す

る
評

価
項

目

●
●

を
知

っ
て

い
る

。

●
●

を
知

っ
て

い
る

。

○
○

を
知

っ
て

い
る

。

コ
ー

ド

G
3
9
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0
1
0
7
8
2
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3
9
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0
1
0
6
0
2

G
3
9
#
0
1
0
6
8
2

K
0
9
0
5
0
7

K
0
9
0
5
0
7

●
●

が
で

き
る

。

●
●

が
で

き
る

。

職
務

遂
行

の
た

め
の

基
準

○
○

知
っ

て
い

る
。

●
●

を
知

っ
て

い
る

。

●
●

を
知

っ
て

い
る

。

ユ
ニ

ッ
ト

番
号

　
4
6
S
0
5
2
L
1
1

●
●

し
て

い
る

。

職
務

遂
行

の
た

め
の

基
準

○
○

を
理

解
し

て
い

る
。

●
●

し
て

い
る

。

●
●

し
て

い
る

。

コ
ー

ド

H
４

６
０

１
２

１

H
４

６
０

１
２

１

H
４

６
０

１
２

１

H
４

６
０

１
２

１

●
●

し
て

い
る

。

●
●

し
て

い
る

。

職
務

遂
行

の
た

め
の

基
準

○
○

し
て
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る

。

●
●

し
て

い
る

。
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１

）
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は

(a
）
～
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)の
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価

基
準
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ら
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目

に
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当
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る
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価
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目
を

活
用

す
る

。
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２

）
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目
に

該
当
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る
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価
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目

が
(e
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は
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）
～

(c
)に
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当

た
ら

な
い
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合
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、

(d
)

の
評

価
基

準
を

活
用

す
る

。

（
３

）
科

目
に

該
当

す
る

評
価

項
目

が
(a

）
～

(e
)に

見
当

た
ら

な
い

場
合

は
、

自
社

で
独

自
に

作
成

し
た

評
価

項
目

を
活

用
す

る
。

○
○

の
操

作

●
●

の
作

成

○
○

の
設

定

全
国

Ｗ
ｅ

ｂ
●

●
協

会
に

よ
る

評
価

基
準

確
認

・
選

定

確
認

・
選

定

確
認

・
選

定

確
認

・
選

定

設
定

設
定

設
定

設
定

設
定

設
定

確
認

・
選

定

＜
文

末
の

文
言

修
正

＞
学

科
：
「
●

●
を

知
っ

て
い

る
。

」
実

技
：
「
●

●
が

で
き

る
。

」

＜
文

末
の

文
言

修
正

＞
学

科
：
「
●

●
を

知
っ

て
い

る
。

」
実

技
：
「
●

●
が

で
き

る
。

」

＜
文

末
の

文
言
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正

＞
学
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：
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●

●
を

知
っ

て
い

る
。

」
実

技
：
「
●

●
が

で
き

る
。

」
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【求職者支援訓練用作成モデル評価シート 訓練科名：「ＩＴビジネス科」】 

訓練受講者氏名　　

（就職支援責任者氏名・印） 印

（訓練実施施設の責任者氏名・印） 印

   

A B C
(1) G39#010782

学 (2) G39#010782

(1) G39#011232

(2) G39#010602

(3) G39#010602

(1) G39#010932

科 (2) G39#010822

(1) KM301002

(1) 引用元１参照

(2) 引用元１参照

(3) 引用元１参照

(1) 引用元１参照

(2) 引用元１参照

(3) 引用元１参照

実 (4) 引用元１参照

(1) 引用元１参照

(2) 引用元１参照

(3) 引用元１参照

(4) 引用元１参照

(1) 引用元１参照

(2) 引用元１参照

(3) G39#011072

(1) K080501

技 (2) K101201

(3) K101201

(1) KM301001

(2) KM301001

(3) KM301001

(4) KM301001

(5) KM301001

平成　年　月　日～
　平成　年　月　日

３００時間
事業所等で使用するソフトウェアに関する知識、技能・技術を習得し、コンピュータを用いて効率的に事務処
理を行うことができる。

ジョブ・カード様式４－２　〔評価シート〕　（記載例）

訓練番号

訓練科名　　ＩＴビジネス　科

上記の者の訓練期間における当社としての職業能力についての評価は、以下のとおりですので、今後のキャリア形成の参考
にしてください。

平成　　年　　月　　日

教育訓練実施機関

Ⅰ　訓練期間・訓練目標

訓　練　期　間 訓練時間 訓　練　目　標　（仕上がり像）

Ⅱ　知識、技能・技術に関する能力　　（「知識、技能・技術に関する評価項目」ごとに、該当する欄に○を記載）

　（１）科目評価
　　A：到達水準を十分に上回った　B：到達水準に達した　C：到達水準に達しなかった　（評価は、試験結果等に基づき記載されたものです。）　　　

科目名
評価

知識、技能・技術に関する評価項目 コード

ワープロ実習

文書の共有と管理ができる。

コンテンツの書式設定ができる。

図や画像の挿入ができる。

ハード・ソフトウェア概論
ハードウェア装置を知っている。

ハードウェア、ソフトウェアそれぞれの動作を知っている。

ネットワーク概論

ネットワークの最新の動向を知っている。

ネットワークのアーキテクチャとプロトコルを知っている。

インターネットの概念やサービス、セキュリティについて知っている。

情報セキュリティ概論
セキュリティ関連ソフトウェア製品を知っている。

パケットフィルタリングについて知っている。

安全衛生 安全衛生の必要性、職場体験における安全衛生

データベース実習

テーブルの作成ができる。

フォームの作成ができる。

クエリの作成と管理ができる。

レポートのデザイン・印刷ができる。

表計算実習

セルデータの作成ができる。

セルやワークシートの書式設定ができる。

数式や関数の適用ができる。

視覚的なデータの表示ができる。

マクロ処理実習

マクロを作成することができる。

マクロを操作・加工することができる。

プログラミング手法を知っている

ネットワーク構築実習

クライアントのネットワーク設定ができる。

ネットワークコマンドを用いてLANシステムの操作ができる。

小規模LANの構築ができる。

職場体験

体験先の職場において職場に適応することができる。

体験先の職場において仕事に興味・意欲を示すことができる。

管理者・指導担当者等からの業務指示・命令の内容を理解し行動することができる。

職業能力基礎講習の内容を職場で実践できる。

職場の安全規程を正確に把握し安全に行動することができる。

評価項目の引用元（企業横断的な評価基準を活用した場合のみ）：
　　　　　　　【引用元1】MOS（Word、Excel、Accessスペシャリスト・エキスパート）試験概要による評価基準

　(特記事項)
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キャリア・コンサルタント記入欄　（仕事の経験・訓練から得た強み、訓練への取組姿勢、就業に向けた意欲等）

（今後の就業の目標・希望）

取得日　　平成　　年　　月　　日

Ⅲ　これまでの職務経験や訓練を踏まえた今後の就業の目標・希望

訓練受講者記入欄

（これまでの職務経験から学んだこと）

（訓練から学んだこと）

　（３）訓練期間中又は訓練終了後に取得した資格（任意）　　　※訓練と密接に関わる資格のみを記入

　（２）訓練の受講を通じて取得した資格（任意）

取得日　　平成　　年　　月　　日
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【求職者支援訓練用作成モデル評価シート 訓練科名：「ＩＴビジネス科」】 

訓練受講者氏名　　

（就職支援責任者氏名・印） 印

（訓練実施施設の責任者氏名・印） 印

   

A B C
(1) G39#010782

学 (2) G39#010782

(1) G39#011232

(2) G39#010602

(3) G39#010602

(1) G39#010932

科 (2) G39#010822

(1) KM301002

(1) 引用元１参照

(2) 引用元１参照

(3) 引用元１参照

(1) 引用元１参照

(2) 引用元１参照

(3) 引用元１参照

実 (4) 引用元１参照

(1) 引用元１参照

(2) 引用元１参照

(3) 引用元１参照

(4) 引用元１参照

(1) 引用元１参照

(2) 引用元１参照

(3) G39#011072

(1) K080501

技 (2) K101201

(3) K101201

(1) KM301001

(2) KM301001

(3) KM301001

(4) KM301001

(5) KM301001

平成　年　月　日～
　平成　年　月　日

３００時間
事業所等で使用するソフトウェアに関する知識、技能・技術を習得し、コンピュータを用いて効率的に事務処
理を行うことができる。

ジョブ・カード様式４－２　〔評価シート〕　（記載例）

訓練番号

訓練科名　　ＩＴビジネス　科

上記の者の訓練期間における当社としての職業能力についての評価は、以下のとおりですので、今後のキャリア形成の参考
にしてください。

平成　　年　　月　　日

教育訓練実施機関

Ⅰ　訓練期間・訓練目標

訓　練　期　間 訓練時間 訓　練　目　標　（仕上がり像）

Ⅱ　知識、技能・技術に関する能力　　（「知識、技能・技術に関する評価項目」ごとに、該当する欄に○を記載）

　（１）科目評価
　　A：到達水準を十分に上回った　B：到達水準に達した　C：到達水準に達しなかった　（評価は、試験結果等に基づき記載されたものです。）　　　

科目名
評価

知識、技能・技術に関する評価項目 コード

ワープロ実習

文書の共有と管理ができる。

コンテンツの書式設定ができる。

図や画像の挿入ができる。

ハード・ソフトウェア概論
ハードウェア装置を知っている。

ハードウェア、ソフトウェアそれぞれの動作を知っている。

ネットワーク概論

ネットワークの最新の動向を知っている。

ネットワークのアーキテクチャとプロトコルを知っている。

インターネットの概念やサービス、セキュリティについて知っている。

情報セキュリティ概論
セキュリティ関連ソフトウェア製品を知っている。

パケットフィルタリングについて知っている。

安全衛生 安全衛生の必要性、職場体験における安全衛生

データベース実習

テーブルの作成ができる。

フォームの作成ができる。

クエリの作成と管理ができる。

レポートのデザイン・印刷ができる。

表計算実習

セルデータの作成ができる。

セルやワークシートの書式設定ができる。

数式や関数の適用ができる。

視覚的なデータの表示ができる。

マクロ処理実習

マクロを作成することができる。

マクロを操作・加工することができる。

プログラミング手法を知っている

ネットワーク構築実習

クライアントのネットワーク設定ができる。

ネットワークコマンドを用いてLANシステムの操作ができる。

小規模LANの構築ができる。

職場体験

体験先の職場において職場に適応することができる。

体験先の職場において仕事に興味・意欲を示すことができる。

管理者・指導担当者等からの業務指示・命令の内容を理解し行動することができる。

職業能力基礎講習の内容を職場で実践できる。

職場の安全規程を正確に把握し安全に行動することができる。

評価項目の引用元（企業横断的な評価基準を活用した場合のみ）：
　　　　　　　【引用元1】MOS（Word、Excel、Accessスペシャリスト・エキスパート）試験概要による評価基準

　(特記事項)

資
料
編
Ⅰ

　

− 61 − − 17 −
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（２）独立行政法人高齢・障害・求職者雇用支援機構「日本版デュアルシステ

ム訓練修了後の評価項目作成支援ツール」の使用方法 

イ 「日本版デュアルシステム訓練修了後の評価項目作成支援ツール」の入手 
「日本版デュアルシステム訓練修了後の評価項目作成支援ツール」は、次の URL

からダウンロードして入手することができます。 
※URL：http://www.jeed.or.jp/js/kyushoku/dual/course/ndtool2.html 

 ロ 「日本版デュアルシステム訓練修了後の評価項目作成支援ツール」の使用方法 
「日本版デュアルシステム訓練修了後の評価項目作成支援ツール」は、「 モデ

ル訓練科データ」と「業種別参考データ」を活用する２つの方法があります。 
以下に示す手順により評価シートの評価項目を設定することができます。 

 
［モデル訓練科データを活用する方法］ 

Step１ 「モデル訓練科データ」の表示  
 

 

①「日本版デュアルシステム訓

練修了後の評価項目作成支援ツ

ール」を起動し、［モデル訓練科

データ］ボタンをクリックする。 

Step２ 「モデル訓練科」の選択  
 

 

① “モデル訓練科選択”画面か

ら計画している訓練科の訓練内

容と関連すると思われる分野の

「モデル訓練科」を選択する。 

 

※ 関連する“モデル訓練科”が

無い場合には、Ｐ２０の「業

種別参考データを活用する方

法」へお進みください。 

 

①クリック 

①クリック 

起動画面 

※ 本例では「Webクリエイト科」 

資
料
編
Ⅰ
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Step３ 「モデル訓練科の評価シート」の表示   
 

① 表示画面が Step２で選択し

た「モデル訓練科名」であるこ

とを確認する。 

 

② ［モデルデータの表示］ボタ

ンをクリックする。 

Step４ 「モデル訓練科の評価シート」（Excel 形式）

のダウンロード   

 

① 計画している訓練科の科目

に関連すると思われる「能力ユ

ニット」を選択する。 

 

② ページ下部の「（２）専門的

事項」にある上記①で選択した

「能力ユニット」の「職務遂行

のための基準」から科目の評価

項目として活用できる項目があ

るか確認する。 

 

③ 活用できる評価項目がある

場合は、Excel 形式の「モデル訓

練科の評価シート」をダウンロ

ードする。 

Step５  「評価項目」の選択   
 

 

① 活用できる評価項目を必要

に応じて修正して、評価シート

の評価項目として設定する。 
 

①モデル訓練科名の確認 

②クリック 

②選択した「能力ユニット」

の「職務遂行のための基準」

の確認 

③クリック 

①能力ユニットの選択 

   コード

A B C A B C
(1) K120201

(2) K120201

(3) K120201

(4) K120201

(5) K120201

(6) K120201

(7) K120201

(8) K120201

(9) K120201

(10) K120201

(11) K120201

(12) K120201

(13) K120201

(14) K120201

(15) K120201

(16) K120201

(17) K120201

(18) K120201

(19) K120201

(20) K120201

(21) K120201

(22) K120201

(23) K120201メディアデータの管理ができる。

デザイン良く制作ができる。

適切なファイルマネージメントができる。

適切にデータ変換ができる。

プリントの操作ができる。

スキャニングの知識があり、操作ができる。

デジタルカメラの操作等ができる。

Ｗｅｂ制作用ソフトの知識があり、操作ができる。

コモン（汎用）素材から制作ができる。

サイトデレクトリーの操作ができる。

ＦＴＰサーバーの操作ができる。

デザイン、色（カラー）、グラフィックについての基礎知識があり、グラフィックデザインの補助ができる。

グラフィック処理ソフト（PhotoShop）の操作ができる。

コモン（汎用）データからの素材修正ができる。

グラフィック作成ソフト（Illustraitor等））の操作ができる。

インターネットの仕組み、コンテンツ等を理解し、Ｗｅｂページ制作の補助ができる。

業務伝達事項を理解して制作ができる。

能力ユニット

ＨＴＭＬ（静的ソース）についての知識があり、ＨＴＭＬで制作ができる。

業務伝達事項を理解して制作ができる。

企業評価自己評価 職　務　遂　行　の　た　め　の　基　準

（２）　専門的事項　　（「職務遂行のための基準」ごとに、該当する欄に○を記載）　　　　（評価基準の出所：独立行政法人雇用・能力開発機構「日
本版デュアルシステム訓練修了後の評価項目作成支援ツール」）
A：常にできている　B：大体できている　C：評価しない　　　　「評価を行わなかった」場合は／（斜線）でＣ欄を消す

Ｗｅｂサイト制作（補助）

　(総評・コメント)

サイト制作についての基礎知識があり、コーディングの補助ができる。

コンピュータ操作がスムーズに行うことができる。

エディターソフトの操作ができる。

コーディングソフトの操作ができる。

①計画している訓練科のカリ

キュラムの評価項目として活

用 
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（２）独立行政法人高齢・障害・求職者雇用支援機構「日本版デュアルシステ

ム訓練修了後の評価項目作成支援ツール」の使用方法 

イ 「日本版デュアルシステム訓練修了後の評価項目作成支援ツール」の入手 
「日本版デュアルシステム訓練修了後の評価項目作成支援ツール」は、次の URL

からダウンロードして入手することができます。 
※URL：http://www.jeed.or.jp/js/kyushoku/dual/course/ndtool2.html 

 ロ 「日本版デュアルシステム訓練修了後の評価項目作成支援ツール」の使用方法 
「日本版デュアルシステム訓練修了後の評価項目作成支援ツール」は、「 モデ

ル訓練科データ」と「業種別参考データ」を活用する２つの方法があります。 
以下に示す手順により評価シートの評価項目を設定することができます。 

 
［モデル訓練科データを活用する方法］ 

Step１ 「モデル訓練科データ」の表示  
 

 

①「日本版デュアルシステム訓

練修了後の評価項目作成支援ツ

ール」を起動し、［モデル訓練科

データ］ボタンをクリックする。 

Step２ 「モデル訓練科」の選択  
 

 

① “モデル訓練科選択”画面か

ら計画している訓練科の訓練内

容と関連すると思われる分野の

「モデル訓練科」を選択する。 

 

※ 関連する“モデル訓練科”が

無い場合には、Ｐ２０の「業

種別参考データを活用する方

法」へお進みください。 

 

①クリック 

①クリック 

起動画面 

※ 本例では「Webクリエイト科」 

資
料
編
Ⅰ
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［業種別参考データを活用する方法］(「モデル訓練科データ」に活用できる 

評価項目が見当たらない場合） 

Step１  「業種別参考データ」の表示  
 

① “モデル訓練科選択”画面に

戻り、［業種別参考データページ

へ］ボタンをクリックする。 

 

Step２  「業種別参考データ」の選択  
 

① 左図の“業種別参考データ 

一覧”画面から実施を予定して

いる訓練科を修了後、就職が見

込まれる「業種」を選択する。 

Step３  「業種別参考データの評価シート」の表示   
 

① 計画している訓練科の科目

に関連すると思われる「能力要

素（能力ユニット）」を選択する。 

Step４  「評価項目」の選択  
 

① ページ下部の「（２）専門的

事項」にある Step３で選択した

「能力要素（能力ユニット）」の

「職務遂行のための基準」から

訓練科の科目の評価項目として

活用できる場合は、必要に応じ

て修正して、評価シートの評価

項目として設定する。 

①クリック 

※ 本例では「情報サービス業」 

①クリック 

No 職務 能力要素 新ｺｰﾄﾞ 旧ｺｰﾄﾞ
1 経営企画 経営管理実務 G39#010012 G651672

2 庶務管理 庶務・渉外実務（補助） G39#010041 G651701

65 Ｗｅｂサイト及びＩＴを活用

した各種情報サービス制作
ネットワーク構築

G39#011222 G652882

66 Ｗｅｂサイト及びＩＴを活用

した各種情報サービス制作
サーバ構築

G39#011232 G652892

67 Ｗｅｂサイト及びＩＴを活用

した各種情報サービス制作
ネットワーク設計

G39#011242 G652902

68 Ｗｅｂサイト及びＩＴを活用

した各種情報サービス制作
プログラミング

G39#011252 G652912

69 Ｗｅｂサイト及びＩＴを活用

した各種情報サービス制作
サポート

G39#011262 G652922

①クリック 

※ 本例では「プログラミング」 

   コード

A B C A B C
(1) プロジェクト内容に応じてプログラムを設計できる G39#011252

(2) Ｊａｖａ　Ｓｃｒｉｐｔ言語が使うことができる G39#011252

(3) Ｆｌａｓｈが使うことができる G39#011252

(4) サーバサイド言語での開発ができる（Ｐｅｒｌ、ＰＨＰ、Ｊａｖａ、Ｒｕｂｙ等） G39#011252

(5) ＡＪＡＸ等、クライアントサイド言語との通信ができる G39#011252

(6) データベースを利用してのプログラムができる G39#011252

(7) 他サイトのＡＰＩを利用してのプログラムができる G39#011252

(8) ＭＶＣモデル等のモデルに基づいて多人数での開発ができる G39#011252

(9) 認証が必要なサイトの構築ができる G39#011252

(10) 全体像を把握して、プログラムの設計ができる G39#011252

(11) 脆弱性を正しく理解し、セキュリティ対策を施すことができる G39#011252

　(総評・コメント)

プログラミング

（２）　専門的事項　　（「職務遂行のための基準」ごとに、該当する欄に○を記載）　　　　（評価基準の出所：独立行政法人雇用・能力開発機構「日本
版デュアルシステム訓練修了後の評価項目作成支援ツール」）
A：常にできている　B：大体できている　C：評価しない　　　　「評価を行わなかった」場合は／（斜線）でＣ欄を消す

能力ユニット
自己評価 企業評価 職　務　遂　行　の　た　め　の　基　準

①計画している訓練科のカリキ

ュラムの評価項目として活用 
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（３）厚生労働省「職業能力評価基準」の使用方法 

イ  厚生労働省「職業能力評価基準」の入手 
「職業能力評価基準」は、開発の委託先である中央職業能力開発協会のホーム

ページからダウンロードして入手することができます。 
※URL：http://www.hyouka.javada.or.jp/search_gyoushu/ 
 

 ロ  厚生労働省「職業能力評価基準」の使用方法 
以下に示す手順により評価シートの評価項目を設定することができます。 

 
 
Step１ 「業種」の選択  

① 上記ＵＲＬにアクセスして

“業種分類”の一覧から実施を

予定している訓練科を修了後、

就職が見込まれる「業種」を選

択する。 

 

Step２ 「職種」の選択 

 

 

 

① 左図の“ウェブ・コンテンツ

制作業（モバイル）における職

業能力評価基準の全体構成（様

式１）」から計画している訓練科

に関連すると思われる「職種」

を選択する。 

※ 本例では「ウェブ・コンテンツ制作業（モバイル）」 

①クリック 

“業種分類“の一覧 

①クリック 

※ 本例では「ウェブデザイン・コンテンツ制作」 
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［業種別参考データを活用する方法］(「モデル訓練科データ」に活用できる 

評価項目が見当たらない場合） 

Step１  「業種別参考データ」の表示  
 

① “モデル訓練科選択”画面に

戻り、［業種別参考データページ

へ］ボタンをクリックする。 

 

Step２  「業種別参考データ」の選択  
 

① 左図の“業種別参考データ 

一覧”画面から実施を予定して

いる訓練科を修了後、就職が見

込まれる「業種」を選択する。 

Step３  「業種別参考データの評価シート」の表示   
 

① 計画している訓練科の科目

に関連すると思われる「能力要

素（能力ユニット）」を選択する。 

Step４  「評価項目」の選択  
 

① ページ下部の「（２）専門的

事項」にある Step３で選択した

「能力要素（能力ユニット）」の

「職務遂行のための基準」から

訓練科の科目の評価項目として

活用できる場合は、必要に応じ

て修正して、評価シートの評価

項目として設定する。 

①クリック 

※ 本例では「情報サービス業」 

①クリック 

No 職務 能力要素 新ｺｰﾄﾞ 旧ｺｰﾄﾞ
1 経営企画 経営管理実務 G39#010012 G651672

2 庶務管理 庶務・渉外実務（補助） G39#010041 G651701

65 Ｗｅｂサイト及びＩＴを活用

した各種情報サービス制作
ネットワーク構築

G39#011222 G652882

66 Ｗｅｂサイト及びＩＴを活用

した各種情報サービス制作
サーバ構築

G39#011232 G652892

67 Ｗｅｂサイト及びＩＴを活用

した各種情報サービス制作
ネットワーク設計

G39#011242 G652902

68 Ｗｅｂサイト及びＩＴを活用

した各種情報サービス制作
プログラミング

G39#011252 G652912

69 Ｗｅｂサイト及びＩＴを活用

した各種情報サービス制作
サポート

G39#011262 G652922

①クリック 

※ 本例では「プログラミング」 

   コード

A B C A B C
(1) プロジェクト内容に応じてプログラムを設計できる G39#011252

(2) Ｊａｖａ　Ｓｃｒｉｐｔ言語が使うことができる G39#011252

(3) Ｆｌａｓｈが使うことができる G39#011252

(4) サーバサイド言語での開発ができる（Ｐｅｒｌ、ＰＨＰ、Ｊａｖａ、Ｒｕｂｙ等） G39#011252

(5) ＡＪＡＸ等、クライアントサイド言語との通信ができる G39#011252

(6) データベースを利用してのプログラムができる G39#011252

(7) 他サイトのＡＰＩを利用してのプログラムができる G39#011252

(8) ＭＶＣモデル等のモデルに基づいて多人数での開発ができる G39#011252

(9) 認証が必要なサイトの構築ができる G39#011252

(10) 全体像を把握して、プログラムの設計ができる G39#011252

(11) 脆弱性を正しく理解し、セキュリティ対策を施すことができる G39#011252

　(総評・コメント)

プログラミング

（２）　専門的事項　　（「職務遂行のための基準」ごとに、該当する欄に○を記載）　　　　（評価基準の出所：独立行政法人雇用・能力開発機構「日本
版デュアルシステム訓練修了後の評価項目作成支援ツール」）
A：常にできている　B：大体できている　C：評価しない　　　　「評価を行わなかった」場合は／（斜線）でＣ欄を消す

能力ユニット
自己評価 企業評価 職　務　遂　行　の　た　め　の　基　準

①計画している訓練科のカリキ

ュラムの評価項目として活用 
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Step３ 「能力ユニット」の選択 

 

 

 

① 実施を予定している訓練科

の科目に関連すると思われる

「能力ユニット名」を選択し、

その Excel 形式のファイルを開

く。 

 

Step４ 「評価項目」の選択 

 

 

① Step３で選択した能力ユニ

ットの「職務遂行のための基準」

から科目の評価項目として活用

できる項目がある場合は、必要

に応じて表現等を修正して、評

価シートの評価項目として設定

する。 

 
※ 当該基準の能力ユニットは、

職務ごとに原則としてレベ

ル１からレベル４まで段階

的に作成されていますが、求

職者支援訓練においては通

例レベル１が該当するとい

えます 

 

※ 当該基準を学科の評価項目

に活用する場合は、評価項目

の文末を「～を知っている」

へ、実技の評価項目に活用す

る場合は、評価項目の文末を

「～ができる」へ修正してく

ださい。 

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

●必要な知識
1.　携帯電話に関する知識
　・端末の種類について（次世代機、スマートフォン等)
　・各種OSの違い／画面サイズの違い
　・機種ごとの利用可能コンテンツ種類
2.　携帯電話事業者に関する知識
　・キャリア各社について
　・キャリアごとの利用者数・割合
　・キャリアが提供しているサービス
3.　モバイルコンテンツに関する知識
　・サイトの種類（公式、非公式サイト等）
　・公式コンテンツカテゴリー
　・コンテンツの種類（アプリ、ブラウザ等）
4.　ウェブサイト構造の知識
　・ページ間リンクについて
　・画像・映像掲載について
　・アニメーションの表示について
　・音源、動画の掲載について

5.　モバイルコンテンツにおける課金方式の知識
　・期間課金／個別課金について
　・初月発生料金の処理について
6.　版権、肖像権に関する知識
7.　HTMLの仕組み
　・テキスト形式の指定
　・各種カラーの指定
　・リンクについて
8.　ハイパーリンクの仕組み
　・WWW(World Wide Web)によるURL
　・a要素（アンカー要素）について

③構築したウェブ
サイトの改善

制作したページを上司やプロデューサーへ報告し、不備がある場合は、上司の指示に基づいて、問
題点を把握し改善している。

デバッグ作業により、コードの不備を検出し、上司の指示に従って改善している。

サイトのメンテナンスについて、問題があった場合、上司の指示に従って適切な対策、対応を行って
いる。

顧客の要望に合わせて、変更作業の補助を行っている。

②ウェブサイトの
作成・構築

上司、先輩の助言を得て、画像、映像などのデータを最適化した上でサイトに掲載している。

上司、先輩の指示に基づいて、サイト閲覧が予想される全てのブラウザに対し、適切に表示されるよ
う処理を行っている。

上司、先輩の助言を得て、容易なアクセスへの配慮、効率的で使いやすいリンク処理を習得してい
る。

上司、先輩の指示に基づいて、セキュリティ対策、サイト内容の更新、サイトのアップロードを行って
いる。

上司、先輩の指示に基づいて、顧客に求められた表現をウェブサイト上に反映している。

PCからのアクセスを制限する必要が生じた場合は、上司、先輩の指示に基づいて対象以外の閲覧
を制限している。

能力細目 職務遂行のための基準

①ハイパーテキス
トの利用に関する
理解・確認

モバイルサイト上にて使用可能なタグ（HTMLによる指令コード）を理解している。

各種モバイルインフラにおける使用可能なタグの差異について理解している。

HTMLの仕組み、マークアップ手段の概要を理解している。

日常業務で使用される主要なタグの属性について理解している。

サーバへのデータアップロードについての手法を把握している。

ユニット番号　46S052L11

選択
能力ユニット

能力ユニット名 コーディング（HTML・CSS）

概　　要
HTML（HyperText Markup Language）を用いて対象のウェブサイト上に文章、画
像、リスト、表などの表現を行う能力
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レベル１ レベル２ レベル３ レベル４

①クリック 

※ 本例では「コーディング（HTML・CSS）」 

①計画している訓練科のカリキ

ュラムの評価項目として活用 
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 ハ  対応職務早見表（厚生労働省編職業分類と職業能力評価基準との対応表）の活用 

「対応職務早見表」は、次の URL からご覧いただけます。 

※URL： http://www.mhlw.go.jp/bunya/nouryoku/job_card01/xls/hayamihyou.xls 

これは、厚生労働省編職業分類の小分類の職業名と職業能力評価基準の「職務」と

が対応する表となっています。表の左側に、小分類の職業名に対応する「職務」が

あるものについて、厚生労働省編職業分類の「大分類」、「中分類」、「小分類」が順

に記載されています。表の右側には、小分類の職業名が記載された行に対応する「職

務」が記載されるように、「業種」、「職種」、「職務」が記載されています。 

① 実施を予定している訓練カリキュラムと関連しそうな職業名（小分類）を表の

左側から選択してください。選択した職業名（小分類）と、同じ行に記載されて

いる「職務」を表の右側から選択してください。 

② 上記①で選択した「職務」の「掲載ホームページアドレス」から、当該職業能

力評価基準の必要な部分を参照してください。 

 

【対応職務早見表（厚生労働省編職業分類と職業能力評価基準との対応表）】

大分類 中分類 小分類 業種 職種 職務 掲載ホームページアドレス※
（クリックすると能力ユニット名・ユニット番号が見れます。）

専門的・技術的
職業（Ａ）

フルードパワー分野 研究 要素技術研究

フルードパワー分野 研究 油圧機器・システム技術研究

フルードパワー分野 研究 空気圧機器・システム技術研
究

ﾌｧｲﾝｾﾗﾐｯｸｽ製品製造業 研究開発 材料技術

ﾌｧｲﾝｾﾗﾐｯｸｽ製品製造業 研究開発 評価・解析技術

ﾌｧｲﾝｾﾗﾐｯｸｽ製品製造業 研究開発 製造プロセス技術

光学機器製造業 研究開発 光学技術

光学機器製造業 研究開発 精密加工技術

光学機器製造業 研究開発 電子技術

光学機器製造業 研究開発 ソフトウェア技術

林業技術者（０２３） 造園工事業 維持管理 維持管理 http://www.hyouka.javada.or.jp/search_gyoushu/data/02001/004.html

スーパーマーケット業 店舗運営 店舗運営 http://www.hyouka.javada.or.jp/search_gyoushu/data/00801/002.html

スーパーマーケット業 商品開発・仕入れ 商品開発・仕入れ http://www.hyouka.javada.or.jp/search_gyoushu/data/00801/003.html

外食産業 商品開発 マーケット・食材研究

外食産業 商品開発 メニュー開発

外食産業 食材・商品購買 商品仕入

外食産業 食材・商品購買 セントラルキッチン

外食産業 食材・商品購買 商品管理

パン製造業 製造 製品開発 http://www.hyouka.javada.or.jp/search_gyoushu/data/02201/001.html

パン製造業 販売 商品開発 http://www.hyouka.javada.or.jp/search_gyoushu/data/02201/002.html

機械・電気技術
者（０３）

機械技術者（０３１） 電気機械器具製造業 研究開発 電気機械技術 http://www.hyouka.javada.or.jp/search_gyoushu/data/00101/001.html

電気機械器具製造業 設計 機械設計 http://www.hyouka.javada.or.jp/search_gyoushu/data/00101/002.html

電気機械器具製造業 生産技術 生産技術 http://www.hyouka.javada.or.jp/search_gyoushu/data/00101/003.html

電気機械器具製造業 営業技術 営業技術 http://www.hyouka.javada.or.jp/search_gyoushu/data/00101/004.html

フルードパワー分野 開発設計 油圧機器設計

フルードパワー分野 開発設計 空気圧機器設計

フルードパワー分野 開発設計 油圧装置・システム設計

フルードパワー分野 開発設計 空気圧装置・システム設計

フルードパワー分野 生産技術 生産設備設計

フルードパワー分野 生産技術 製造技術設計

フルードパワー分野 営業技術 営業技術 http://www.hyouka.javada.or.jp/search_gyoushu/data/00701/004.html

ﾌｧｲﾝｾﾗﾐｯｸｽ製品製造業 設計 機能設計

ﾌｧｲﾝｾﾗﾐｯｸｽ製品製造業 設計 構造設計

自然科学研究者（０１１）

http://www.hyouka.javada.or.jp/search_gyoushu/data/00901/001.html

http://www.hyouka.javada.or.jp/search_gyoushu/data/01701/001.html

http://www.hyouka.javada.or.jp/search_gyoushu/data/01401/002.html

http://www.hyouka.javada.or.jp/search_gyoushu/data/01401/003.html

参照できる既存の職業能力評価基準　※関係職務だけでなく、職種全体の職務が表示されます。

科学研究者（０
１）

http://www.hyouka.javada.or.jp/search_gyoushu/data/00701/001.html

http://www.hyouka.javada.or.jp/search_gyoushu/data/00701/002.html

http://www.hyouka.javada.or.jp/search_gyoushu/data/00701/003.html

http://www.hyouka.javada.or.jp/search_gyoushu/data/00901/002.html

農林水産業・食
品技術者（０２）

食品技術者（０２５）

厚生労働省編職業分類（平成11年改訂） 
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Step３ 「能力ユニット」の選択 

 

 

 

① 実施を予定している訓練科

の科目に関連すると思われる

「能力ユニット名」を選択し、

その Excel 形式のファイルを開

く。 

 

Step４ 「評価項目」の選択 

 

 

① Step３で選択した能力ユニ

ットの「職務遂行のための基準」

から科目の評価項目として活用

できる項目がある場合は、必要

に応じて表現等を修正して、評

価シートの評価項目として設定

する。 

 
※ 当該基準の能力ユニットは、

職務ごとに原則としてレベ

ル１からレベル４まで段階

的に作成されていますが、求

職者支援訓練においては通

例レベル１が該当するとい

えます 

 

※ 当該基準を学科の評価項目

に活用する場合は、評価項目

の文末を「～を知っている」

へ、実技の評価項目に活用す

る場合は、評価項目の文末を

「～ができる」へ修正してく

ださい。 

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

●必要な知識
1.　携帯電話に関する知識
　・端末の種類について（次世代機、スマートフォン等)
　・各種OSの違い／画面サイズの違い
　・機種ごとの利用可能コンテンツ種類
2.　携帯電話事業者に関する知識
　・キャリア各社について
　・キャリアごとの利用者数・割合
　・キャリアが提供しているサービス
3.　モバイルコンテンツに関する知識
　・サイトの種類（公式、非公式サイト等）
　・公式コンテンツカテゴリー
　・コンテンツの種類（アプリ、ブラウザ等）
4.　ウェブサイト構造の知識
　・ページ間リンクについて
　・画像・映像掲載について
　・アニメーションの表示について
　・音源、動画の掲載について

5.　モバイルコンテンツにおける課金方式の知識
　・期間課金／個別課金について
　・初月発生料金の処理について
6.　版権、肖像権に関する知識
7.　HTMLの仕組み
　・テキスト形式の指定
　・各種カラーの指定
　・リンクについて
8.　ハイパーリンクの仕組み
　・WWW(World Wide Web)によるURL
　・a要素（アンカー要素）について

③構築したウェブ
サイトの改善

制作したページを上司やプロデューサーへ報告し、不備がある場合は、上司の指示に基づいて、問
題点を把握し改善している。

デバッグ作業により、コードの不備を検出し、上司の指示に従って改善している。

サイトのメンテナンスについて、問題があった場合、上司の指示に従って適切な対策、対応を行って
いる。

顧客の要望に合わせて、変更作業の補助を行っている。

②ウェブサイトの
作成・構築

上司、先輩の助言を得て、画像、映像などのデータを最適化した上でサイトに掲載している。

上司、先輩の指示に基づいて、サイト閲覧が予想される全てのブラウザに対し、適切に表示されるよ
う処理を行っている。

上司、先輩の助言を得て、容易なアクセスへの配慮、効率的で使いやすいリンク処理を習得してい
る。

上司、先輩の指示に基づいて、セキュリティ対策、サイト内容の更新、サイトのアップロードを行って
いる。

上司、先輩の指示に基づいて、顧客に求められた表現をウェブサイト上に反映している。

PCからのアクセスを制限する必要が生じた場合は、上司、先輩の指示に基づいて対象以外の閲覧
を制限している。

能力細目 職務遂行のための基準

①ハイパーテキス
トの利用に関する
理解・確認

モバイルサイト上にて使用可能なタグ（HTMLによる指令コード）を理解している。

各種モバイルインフラにおける使用可能なタグの差異について理解している。

HTMLの仕組み、マークアップ手段の概要を理解している。

日常業務で使用される主要なタグの属性について理解している。

サーバへのデータアップロードについての手法を把握している。

ユニット番号　46S052L11

選択
能力ユニット

能力ユニット名 コーディング（HTML・CSS）

概　　要
HTML（HyperText Markup Language）を用いて対象のウェブサイト上に文章、画
像、リスト、表などの表現を行う能力
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レベル１ レベル２ レベル３ レベル４

①クリック 

※ 本例では「コーディング（HTML・CSS）」 

①計画している訓練科のカリキ

ュラムの評価項目として活用 
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（４）厚生労働省「モデル評価シート」の使用方法 

イ 厚生労働省「モデル評価シート」の入手 
厚生労働省「モデル評価シート」は、次の URL からダウンロードして入手する

ことができます。 
※URL：http://www.mhlw.go.jp/bunya/nouryoku/job_card01/jobcard05.html 

   
 

ロ 厚生労働省「モデル評価シート」の使用方法 
以下に示す手順により評価シートの評価項目を設定することができます。 

 
Step１「職種」又は「業種」の選択 

 
 

 

① 上記ＵＲＬにアクセスして

左図の「モデル評価シート・モ

デルカリキュラム 一覧表」か

ら実施を予定している訓練科の

訓練内容と関連すると思われる

「職種」又は「業種」の「モデ

ル評価シート」を選択し、Excel

形式のファイルを開く。 

Step２ 「評価項目」の選択  

① ページ下部「（２）専門的事

項」の「能力ユニット」の「職

務遂行のための基準」から訓練

科の科目の評価項目として活用

できる場合は、必要に応じて修

正して、評価シートの評価項目

として設定する。 

 
 

①クリック 

※ 本例では「経理」 

（２）専門的事項 　（「職務遂行のための基準」ごとに、該当する欄に○を記載）　　　　　（評価基準の出所：モデル評価シート）

A：常にできている　B：大体できている　C：評価しない　　　 「評価を行わなかった」場合は／（斜線）でＣ欄を消す

Ａ Ｂ Ｃ Ａ Ｂ Ｃ

(1) H000801

(2) H000801

(3) H000801

(4) H000801

(5) H000801

(6) H000801

(7) H000801

(8) H000801

(9) H000801

(1) H000801

(2) H000801

(3) H000801

(4) H000801

(5) H000801

(6) H000801

(1) H000801

(3) H000801

(4) H000801

(5) H000801

(6) H000801

(7) H000801

(8) H000801

支払賃金、消費賃金等のデータを確認し、簡単な労務費計算を行っている。

上司の指示を踏まえて、損益計算書作成の補助的業務を行っている。

上司の指示を踏まえて、貸借対照表作成の補助的業務を行っている。

財務諸表の種類・内容など、財務諸表の作成に必要な基本的事項を理解している。

コード職　務　遂　行　の　た　め　の　基　準

期間比較、企業間比較など簡単な財務分析を行っている。

上司の指示を踏まえて、株主資本変動計算書作成の補助的業務を行っている。

勘定科目と表示科目が異なることを理解し、ルールに則って組替えを行っている。

原価計算基礎

簿記

原価差異の内容を理解し、財務諸表作成に当たり原価差異を処理している。

工業簿記や原価計算の種類・方法など、原価計算に必要な基本的事項を理解している。

製造間接費を配賦基準に基づき計算している。

購入原価や消費量、期末棚卸高等のデータを確認し、簡単な材料費計算を行っている。

製造原価の部門別計算方法を理解し、上司の指示を踏まえて部門別計算を行っている。

試算表について理解し、上司の指示を踏まえて作成の補助を行っている。

本社と営業所（支店）間の取引について理解し、上司の指示を踏まえて処理している。

個別原価計算、総合原価計算方法を理解し、上司の指示を踏まえて製品別原価計算を行っている。

自己評価 企業評価

財務諸表基礎

借方・貸方、資産・負債・資本・収益・費用など、簿記に必要な基本的事項を理解している。

取引の内容を理解し、基本的な取引を仕訳・記帳している。

決算整理に当たり、上司の指示を踏まえて商品の棚卸し、評価を実施している。

決算整理に当たり、上司の指示を踏まえて貸倒引当金、減価償却を処理している。

決算整理に当たり、上司の指示を踏まえて経過勘定項目を処理している。

証憑の種類と内容について理解し、ルールに則って保管している。

精算表について理解し、上司の指示を踏まえて作成の補助を行っている。

能力ユニット

①計画している訓練科のカリキ

ュラムの評価項目として活用 
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（５）「業界団体等が当該職種に関する職務分析を通じて作成した企業横断的な

評価基準」の使用方法 

 

独立行政法人高齢・障害・求職者雇用支援機構「求職者支援訓練用作成モデル

評価シート」、独立行政法人高齢・障害・求職者雇用支援機構「日本版デュアルシ

ステム訓練修了後の評価項目作成支援ツール」、厚生労働省「モデル評価シート」

及び厚生労働省「職業能力評価基準」以外のものであっても、「業界団体等が当該

職種に関する職務分析を通じて作成した企業横断的な評価基準」であって、以下

の①～③のいずれにも該当するものであれば、これを汎用的な評価基準として、

本文の第２の２（２）によって評価シートの評価項目を設定することができます。 
 

① 業界団体等のホームページ等から一般に入手可能な方法で該当部分又はこ

れを含む概要が公開され、参照が可能となっていること。 
② 業界団体等が、当該職種に関して、人事評価又は人材育成を行う上での職業

能力を評価するための基準として作成したものであって、当該業界団体内の傘

下企業又は当該業界内の企業の横断的な普及を図っているものであること。 
③ 職務及び課業の内容並びにこれに対応した能力要件等が体系的に記載又は

定められていること。   
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（４）厚生労働省「モデル評価シート」の使用方法 

イ 厚生労働省「モデル評価シート」の入手 
厚生労働省「モデル評価シート」は、次の URL からダウンロードして入手する

ことができます。 
※URL：http://www.mhlw.go.jp/bunya/nouryoku/job_card01/jobcard05.html 

   
 

ロ 厚生労働省「モデル評価シート」の使用方法 
以下に示す手順により評価シートの評価項目を設定することができます。 

 
Step１「職種」又は「業種」の選択 

 
 

 

① 上記ＵＲＬにアクセスして

左図の「モデル評価シート・モ

デルカリキュラム 一覧表」か

ら実施を予定している訓練科の

訓練内容と関連すると思われる

「職種」又は「業種」の「モデ

ル評価シート」を選択し、Excel

形式のファイルを開く。 

Step２ 「評価項目」の選択  

① ページ下部「（２）専門的事

項」の「能力ユニット」の「職

務遂行のための基準」から訓練

科の科目の評価項目として活用

できる場合は、必要に応じて修

正して、評価シートの評価項目

として設定する。 

 
 

①クリック 

※ 本例では「経理」 

（２）専門的事項 　（「職務遂行のための基準」ごとに、該当する欄に○を記載）　　　　　（評価基準の出所：モデル評価シート）

A：常にできている　B：大体できている　C：評価しない　　　 「評価を行わなかった」場合は／（斜線）でＣ欄を消す

Ａ Ｂ Ｃ Ａ Ｂ Ｃ

(1) H000801

(2) H000801

(3) H000801

(4) H000801

(5) H000801

(6) H000801

(7) H000801

(8) H000801

(9) H000801

(1) H000801

(2) H000801

(3) H000801

(4) H000801

(5) H000801

(6) H000801

(1) H000801

(3) H000801

(4) H000801

(5) H000801

(6) H000801

(7) H000801

(8) H000801

支払賃金、消費賃金等のデータを確認し、簡単な労務費計算を行っている。

上司の指示を踏まえて、損益計算書作成の補助的業務を行っている。

上司の指示を踏まえて、貸借対照表作成の補助的業務を行っている。

財務諸表の種類・内容など、財務諸表の作成に必要な基本的事項を理解している。

コード職　務　遂　行　の　た　め　の　基　準

期間比較、企業間比較など簡単な財務分析を行っている。

上司の指示を踏まえて、株主資本変動計算書作成の補助的業務を行っている。

勘定科目と表示科目が異なることを理解し、ルールに則って組替えを行っている。

原価計算基礎

簿記

原価差異の内容を理解し、財務諸表作成に当たり原価差異を処理している。

工業簿記や原価計算の種類・方法など、原価計算に必要な基本的事項を理解している。

製造間接費を配賦基準に基づき計算している。

購入原価や消費量、期末棚卸高等のデータを確認し、簡単な材料費計算を行っている。

製造原価の部門別計算方法を理解し、上司の指示を踏まえて部門別計算を行っている。

試算表について理解し、上司の指示を踏まえて作成の補助を行っている。

本社と営業所（支店）間の取引について理解し、上司の指示を踏まえて処理している。

個別原価計算、総合原価計算方法を理解し、上司の指示を踏まえて製品別原価計算を行っている。

自己評価 企業評価

財務諸表基礎

借方・貸方、資産・負債・資本・収益・費用など、簿記に必要な基本的事項を理解している。

取引の内容を理解し、基本的な取引を仕訳・記帳している。

決算整理に当たり、上司の指示を踏まえて商品の棚卸し、評価を実施している。

決算整理に当たり、上司の指示を踏まえて貸倒引当金、減価償却を処理している。

決算整理に当たり、上司の指示を踏まえて経過勘定項目を処理している。

証憑の種類と内容について理解し、ルールに則って保管している。

精算表について理解し、上司の指示を踏まえて作成の補助を行っている。

能力ユニット

①計画している訓練科のカリキ

ュラムの評価項目として活用 
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